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はじめに
JAU68640

ヤマハ車をお買いあげいただきありがとうございます。
この取扱説明書には、お買いあげいただいた車の正しい取り扱い方法や安全な運転のし
かた、日常点検、簡単な定期点検整備などについて説明してあります。
車は万一取り扱いを誤ると、重大な事故やケガ、トラブルの原因となります。
車の正しい取り扱いをご理解いただくため、運転される前に必ず本書をお読みください。
また、メンテナンスノート、セーフティガイド（スクーターをより安全にお乗りいただ
くためのアドバイス）もあわせてお読みください。
本書では、正しい取り扱いおよび点検整備に関する重要な事項を下記のシンボルマーク
で表示しています。

車の受け取りの際には、お買いあげいただいた販売店から「取扱説明書」「メンテナンス
ノート」「セーフティガイド」「車両受け渡し確認書」を受け取り、以下の説明を必ずお
受けください。
 車の正しい取り扱い方法
 日常点検、定期点検整備
 保証内容および保証期間
※車をゆずるときには、次の持ち主のために本書もお渡しください。
※ 仕様の変更などにより、本書の図や内容が一部実車と異なることがありますのでご了
承ください。

安全にかかわる注意情報を示してあります。

取り扱いを誤った場合、死亡、重傷・傷害に至る可能性が想定される場
合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあり
ます。

正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。
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安全運転のために
JAU27281

この章には、特に知っておいていただきた
いこと、守っていただきたいことなどの基
本的なアドバイスを述べてあります。運転
するときには、次のことを守って安全運転
および上手な操作を心がけてください。
安全運転とは、交通ルールを守ることだけ
でなく、ほかの人々が安全に通行できるよ
うに配慮することです。

JAU67230

あなた自身と同乗者のために

安全項目ラベルについて
運転に慣れてきますと、いろいろな注意を
忘れがちになり、事故を起こすことがあり
ます。
車に乗るときには、安全項目ラベルの注意
事項をいつも守り、安全運転に心がけてく
ださい。

安全運転は正しい服装から
 ヘルメットは必ず着用してください。
ヘルメットは PSC または SG、JIS
マークのある二輪車用を必ず着用し
てください。ヘルメットは正しくかぶ
り、必ずあごひもをしめます。頭に
しっくり合って、圧迫感のないものが
最適です。

1.安全項目ラベル

1
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 グローブを必ず着用してください。グ
ローブは、摩擦に強い皮製のものが適
しています。

 ヘルメットにシールドを着用してく
ださい。着用できないときは、ゴーグ
ルを使用してください。

 運転する服装は以下のことを確認し
て選び、着用してください。疲労を少
なくし、万一の転倒時には身体を保護
します。
• 保護性の高い服で明るく目立つ色
のもの

• 動きやすく、体の露出が少ない長
袖・長ズボン

 以下のような服装は運転操作のじゃ
まになります。また、回転部分に巻き
込まれたり高熱になる部分に接触し
たりして、思わぬ事故の原因にもなり
ますので、着用しないでください。

• ズボンのすそや袖口の広い服
• 衣服の飾り物や紐など、長すぎる装
飾がある服

• ロングスカートやロングマフラー
などの体に密着しない服

 靴はかかとが低く、運転操作がしやす
いものを着用してください。また、く
るぶしまで覆われていて足にピッタ
リしたものを選んでください。

 同乗者にも上記の注意を守らせてく
ださい。

JWA11600

ヘルメットを正しくかぶっていないと、万
一の事故の際、死亡または重傷に至る可能
性が高くなります。 運転者と同乗者は、必
ずヘルメットをかぶり、正しい服装で乗車
してください。

日常点検、定期点検整備を必ず行う
事故や故障を防ぐため、法令で定められた
日常点検を行ってください。また、法令で
定められた1年、2年ごとに行う定期点検
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も必ず実施してください。

車の異状
次のような場合は、車が故障しているおそ
れがあります。そのままにしておくと、走
行に悪影響をおよぼしたり、事故につなが
るおそれがあり危険です。販売店で点検･
整備を受けてください。
 異音がしたり、異臭や異常な振動があ
るとき。

 地面にオイルなどが漏れた跡がある
とき。

 燃料、冷却水のにじみまたは漏れた跡
があるとき。

給油時は火気厳禁
ガソリンは揮発性が高く、引火しやすい燃
料です。給油時は必ずエンジンを止め、火
気を近づけないでください。

風通しの悪い場所でエンジンを始動しな
い
排気ガスには、一酸化炭素などの有害な成
分が含まれています。
風通しの悪い場所や屋内でエンジンをか
けると、ガス中毒を起こす危険がありま

す。エンジンの始動は風通しのよい屋外で
行ってください。

荷物を積むときは

 上記以外の場所には荷物を積まない
でください。

 荷物を積むと、積まないときにくらべ
て操縦安定性が変わります。荷物を積
みすぎると、ハンドルが振られたりし
て危険ですので、積みすぎないように
注意してください。

 ハンドルの近くには、荷物など、物を
置かないでください。ハンドルの近く
に物を置くと、ハンドル操作を妨げる
場合があります。

 ヘッドライトの前を荷物などでさえ
ぎらないようにしてください。ライト
の熱によりヘッドライトのレンズが
変色、溶損したり、荷物にまでその不
具合がおよぶこともあります。

 マフラー、エンジンなどの熱くなると
ころへ荷物などの物が触れないよう
にしてください。

5kg

1kg
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両手はハンドル、両足はフットレスト
 運転するときは、両手でハンドルを握
り、両足をフットレストにのせます。

 同乗者には、両手で体をしっかり固定
させ、両足を必ずフットレストにのせ
させます。

押して移動するときはエンジンを止める
車から降りて押して移動するときはエン
ジンを止めてください。
やむをえずエンジンをかけたまま移動す
るときは、スロットルグリップを不用意に
回さないようにするため、必ず右手でスタ
ンディングハンドルを持って行ってくだ
さい。
スロットルグリップを持って行うと思わ
ぬ事故の原因となります。

乗車定員は2名
ただし、免許取得後1年未満の運転者は法
令により2人乗りはできません。
また、高速道路（2人乗りが許可されてい
る高速道路）においては、20 才以上で、
免許取得後3年を経過した運転者でなけれ
ば2人乗りはできません。
タンデムシート以外の場所には人を乗せ

ないでください。

急激なハンドル操作や片手運転はしない
急激なハンドル操作や片手運転は、横すべ
りや転倒の原因となります。絶対にしない
でください。

誤った方法でエンジンを停止しない
誤った取り扱いをすると、マフラーの中の
触媒装置が異常に高温になり、損傷するお
それがあります。次のような操作はしない
でください。
 走行中にエンジンストップスイッチ
でエンジンを停止する。

 空ぶかし直後にエンジンを停止する。

自己流のエンジン調整、部品の取り外しは
しない
エンジン調整はヤマハ販売店におまかせ
ください。

JCA15220

部品交換が必要な場合は正規の規格のも
のを使用するよう、販売店へ依頼してくだ
さい。規格が異なった部品を使用すると、
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故障などの原因となります。

継続検査（車検）を受ける
二輪の小型自動車（251cm3以上）は、国
で定める継続検査を受けなければ使用で
きません。また、初回の継続検査は新規登
録日から3年後に受け、2回目以降の継続
検査はその後2年ごとに受けます。
検査の有効期間満了前に必ず、継続検査を
受けてください。

JAU66240

歩行者と他の車のために

他の人への思いやり
 交通ルールを守り、まわりの歩行者や
車の動きに注意し、相手の立場につい
て思いやりの気持ちをもって通行し
ましょう。

 周囲の状況に注意して、安全なスピー
ドで走行してください。歩行者や自転
車のそばを通るときは、安全な距離を
保つか徐行してください。

駐車
 盗難予防のため、車から離れるときは
必ずハンドルロックをかけ、スマート
キーをお持ちください。また、チェー
ンロックなどのサイクルロックも同
時に使用することをおすすめします。

 交通のじゃまにならない場所に駐車
してください。

 平坦な場所に駐車してください。やむ
をえず、傾斜地や柔らかい地面などの
不安定な場所に駐車するときは、転倒
や動き出しのないようにしてくださ
い。

 サイドスタンドを使用して駐車する
ときは、車が停止してからハンドルを
左に切ってください。

JWA12241

 エンジン回転中および停止後、しばら
くの間はマフラーやエンジンなどが
熱くなっています。触れるとヤケドを
することがありますので、注意してく
ださい。 また、物などが直接触れない
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ようにしてください。
 駐車は、通行する人がマフラーやエン
ジンなどに触れない場所にしてくだ
さい。

 マフラーの中の触媒装置は高温にな
ります。枯れ草や紙、オイル、木材な
ど、燃えやすいものがある場所には駐
車しないでください。

昼間はヘッドライトを下向きに
この車両は自動昼間点灯仕様です。エンジ
ンがかかっている間は点灯しつづけます。
他の車や歩行者へ注意をうながし、自分の
存在を知らせるためです。対向車がまぶし
くないように、ライトは下向きを使ってく
ださい。

JAU27651

環境・住民の方との調和のために

住民の方への思いやり
自分の都合だけを考えて、沿道の方に不愉
快な騒音などの迷惑をかけないでくださ
い。

特に深夜の住宅街や人通りの多い道路な
どで長時間のアイドリングや急発進など
を行うと、迷惑になりますのでしないでく
ださい。

違法改造はしない
 違法改造は法律により禁止されてい
ます。改造は操縦安定性を悪くした
り、排気音を大きくして車の寿命を縮
めたり、重大な事故や故障の原因とな
ります。また、改造すると車の保証が
受けられません。

 この車は、排出ガス規制適合車です。
マフラーには排出ガスを浄化する触
媒装置が内蔵されています。他のマフ
ラーをこの車に取り付けると、排出ガ
ス規制に適合しなくなる可能性があ
ります。マフラーを交換する場合は、
お買いあげのヤマハ販売店にご相談
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ください。なお、ヤマハ純正部品のマ
フラーには“YAMAHA”マークが刻印
されています。

環境への配慮
廃車をするときや、バッテリー、廃油など
の廃棄処理をするときは、環境保護のため
お買いあげのヤマハ販売店にご相談くだ
さい。

1. “YAMAHA” マーク

1
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各部の名称
JAU63371

左側面

1.バッテリー（P7-15）
2.ヘルメットホルダー（P4-16）
3.リヤトランク（P4-17）
4.スタンディングハンドル（P4-21/P6-2）
5.オイル注入口（P7-4）
6.サイドスタンド（P4-22）
7.エンジンオイル点検窓（P7-4）
8.リカバリータンク（P7-7）
9.冷却水点検窓 （P7-7）

3

58 7 69

1 42
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JAU63391

右側面

1.ライダーバックレスト（P4-15）
2.サービスツール（P7-2）
3.フューエルタンクキャップ（P4-13）
4.エアクリーナーエレメント（P7-9）
5.ウインドシールド（P4-18）
6.ヒューズ（P7-18）
7.メインスタンド

4

7

2 6531
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JAU63401

運転装置と計器類

1.リヤブレーキレバー（P7-11）
2.ハンドルスイッチ（左）（P4-10）
3.リヤブレーキマスターシリンダー（P7-13）
4.リヤブレーキロックレバー （P4-12/P7-12）
5.スピードメーター（P4-2）
6.マルチファンクションディスプレイ（P4-3）
7.タコメーター（P4-3）
8.フロントブレーキマスターシリンダー（P7-13）
9.ハンドルスイッチ（右）（P4-10）
10.フロントブレーキレバー（P7-11）
11.スロットルグリップ（P6-3）
12.フロントトランク（P4-17）
13.スマートキーシステムスイッチ (P3-1)
14.DC ジャック (P4-24)

52 4 7 9 101

13

11

6

12
14

3 8
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スマートキーシステム
JAU61663

スマートキーシステムの概要
スマートキーシステムは、スマートキーを
持っていることにより、メカニカルキーを
取り出すことなく次の操作が可能になる
システムです。
 電源の「ON/OFF」
 エンジンの始動と停止
 ハンドルロックの解除 /施錠
 シートロックの解除

 長期間使用しなかったとき、または
バッテリーを取り外して再接続した
場合など、車両の電源をONにしてエ
ンジンを始動する前に、システムの関
係から自動的に電源が OFF になるこ
とがあります。このようなときは、再
度車両の電源をONにしてからエンジ
ンを始動してください。

 最後に車を使用してから（車両の電源
をONからOFFにしてから）約1週
間経過すると、バッテリー保護のため
スマートキーの使用ができなくなり
ます。この状態のとき電源をONにす
ると、エンジンを始動する前にシステ
ムの関係から、自動的に電源が OFF
になります。このようなときは、再度
車両の電源をONにすると、エンジン
を始動することができます。

JWA18060

植え込み型心臓ペースメーカーを装着さ
れている方は、車載アンテナ（イラスト参

照）から約 22cm 以内に植え込み型心臓
ペースメーカーが近づかないようにして
ください。スマートキーシステムは、フロ
ントトランクの前側に設置されたアンテ
ナを使用して微弱電波を発信しています。
この電波により、植え込み型心臓ペース
メーカーや植え込み型除細動器などの医
療機器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。その他の医療用電子機器をご使用
のお客様は、医師や医療用電気機器製造業
者などに影響の有無を確認してからご使
用ください。

JCA15763

スマートキーシステムは、微弱な電波を使
用しています。次のようなときはスマート
キーシステムが正常に作動しないことが
あり、各種ロックの解除や電源のONなど
ができないことがあります。
 強い電波、ノイズのある場所に置いた
とき。

 近くにテレビ塔や発電所、放送局、空
港など、強い電波を発する設備がある
とき。

 スマートキーを、携帯電話や無線機な
どの通信機器と一緒に携帯している
とき、または使用しているとき。

 スマートキーが金属物に触れていた
り、覆われているとき。

 スマートキーをパソコンなどの電化
製品の近くに置いたとき。

 近くで他の車がスマートキーシステ
ムを使用しているとき。

1.スマートキー

1

1.車載アンテナ

1
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このようなときはスマートキーの場所を
移動して、再度操作を行ってください。そ
れでも作動しないときはメカニカルキー
を使用して、エマージェンシーモード
（7-23ページ参照）の操作を行ってくださ
い。

JAU61582

スマートキーシステムの作動範囲
車がスマートキーの所在を確認して認証
するときの作動範囲は、ハンドルの中心よ
り半径約0.8mです。

 スマートキーシステムは微弱電波を
使用しているため、周囲の状況により
作動範囲が広くなったり狭くなった
りすることがあります。

 スマートキーの電池が消耗している
ときや、強い電波、ノイズのある場所
などでは、作動範囲が狭くなったり、
作動しないことがあります。

 スマートキーが地面の近くや高い位
置にある場合は、作動しないことがあ
ります。

 スマートキーの持ち方により、作動し
にくいことがあります。

 スマートキーがロック状態の場合、ス
マートキーを持っていてもスマート
キーシステムは作動しません。スマー
トキーシステムが作動しない場合は、
スマートキーのロック／アンロック
状態を確認してください。
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 車とスマートキーが通信できない状
態でスタータースイッチ “ON/ ”、
OFF/ハンドルロックスイッチ、シー
トオープン/パーキングスイッチを連
続操作したときは、盗難やいたずら目
的の操作とみなし、一定の時間が経過
するまで各スイッチの操作を受け付
けなくなります。

 リヤトランク内やフロントトランク
内は、スマートキーの作動範囲外とな
る場合があります。また、リヤトラン
ク内にスマートキーを入れた状態で
ロックした場合、スマートキーが閉じ
込められ、スマートキーシステムを使
用できなくなる可能性があります。ス
マートキーは必ず、運転者が携帯して
ください。

 スマートキーを車に置き忘れると、車
両盗難につながるおそれがあります。
車から離れるときは、盗難予防のため
に必ずハンドルロックを掛け、スマー
トキーを持って離れてください。その
とき、スマートキーをロックの状態に
することをおすすめします。

JAU61643

スマートキーおよびメカニカル
キーの取り扱い

JWA17952

 スマートキーは、運転者が必ず携帯し
てください。

 スマートキーが作動範囲内にあると、
スマートキーを身につけていない人
でもエンジンの始動やシートロック
の解除、ハンドルロックの解除／施錠
が可能ですので、充分に注意してくだ
さい。

 キーは車の操作や保管をするときな
どに使用する大切なものです。キーを
紛失しないよう、充分に注意してくだ
さい。

 この車には、スマートキー1個、メカ
ニカルキー1 本、メカニカルキーの
ID タグ 1枚が付属しています。メカ
ニカルキーと ID タグは、車の保管場
所とは別にして大切に保管してくだ
さい。また、IDタグの紛失に備えて、
ID 番号をメモなどに控えておくこと
をおすすめします。

 スマートキーとIDタグ（ID番号の控え
を含む）を全て紛失または破損したと
きは、スマートキーシステム全体の部
品交換になります。詳しくは販売店に
ご相談ください。

 スマートキーの内側には、そのスマー
トキーのID番号を表示してあります。

1.メカニカルキー
2.スマートキー
3. ID タグ

1 2 1 3
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また 2ヶ所の ID 番号にはそれぞれ、
スマートキーの ID 番号およびメカニ
カルキーの ID 番号を表示してありま
す。緊急時にはこのスマートキーの
ID 番号を入力することで、スマート
キーを使用せずに各種ロックの解除
やエンジンの始動が可能になります。
緊急時の操作方法については、7-23
ページのエマージェンシーモードを
参照してください。

JCA15771

スマートキーは、信号を発信するための精
密な電子部品を内蔵しています。故障の原
因となりますので、以下のことを守ってく
ださい。
 無理に曲げたり、落としたり、強い衝
撃を与えないでください。

 水に濡らさないでください。
 重いものを上に置かないでください。
 直射日光があたる場所や、高温、多湿
になるところに放置しないでくださ
い。

 火であぶったりしないでください。
 削ったり、穴を開けたりしないでくだ
さい。

 超音波洗浄器などで洗浄しないでく
ださい。

 磁気を帯びたキーホルダーなどを近
づけないでください。

 テレビ、オーディオなど、磁気を帯び
た機器の近くに置かないでください。

 低周波治療器などの医療用電気機器
の近くに置かないでください。

 ガソリンなどの燃料やツヤ出し剤、油
脂類が付着しないようにしてくださ
い。変形したり、ひび割れたりするこ
とがあります。

 シールを貼らないでください。

 スマートキーは車から離れていると
きも電池を消耗しています。

 電池の寿命は使用状況により異なり
ますが、約2年程度です。（全く使用
しなくても電池は消耗します。）

 車両の電源をONにした時にメーター
のスマートキーシステム表示灯が点
滅（約20秒）した場合は、新しい電
池に交換してください。（電池交換の
しかたは、3-6ページ参照）

 スマートキーは電波を受信し続けた
場合、それに反応して電池を著しく消
耗することがあります。（例：テレビ
やパソコンなどの電気製品の近くに
置いているとき）

 スマートキーのロック／アンロック
スイッチを押してもスマートキー表
示ランプが点灯しないときは、電池の
消耗または故障が考えられます。電池
を交換しても直らない場合は、販売店
にご相談ください。

 予備のスマートキーが必要な場合は、
販売店にご相談ください。スマート
キーは、同じ車に最大 6 個まで登録
することができます。

 スマートキーを紛失したときは、盗難
などを防ぐため、ただちにヤマハ販売
店にご相談ください。

1. ID 番号

1

1
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JAU61673

スマートキーの操作のしかた

スマートキーのロック／アンロック切替
スマートキーを使用できる状態（アンロッ
ク）にするか、使用できない状態（ロック）
にするかの切替方法です。
スマートキーのロック／アンロックス
イッチ “ON/OFF”を長押し（1秒以上）す
ることで、スマートキーの通信モードを切
り替えることができます。
スマートキーの表示ランプが1回点滅した
とき・・・スマートキーがアンロックの状
態になりました。（スマートキーシステム
を使用できます）
スマートキーの表示ランプが長めに1回点
滅したとき・・・スマートキーがロックの
状態になりました。（スマートキーシステ
ムを使用できません）

スマートキーのロック／アンロックを確
認する
スマートキーのロック／アンロックス
イッチ “ON/OFF”を短押し（1秒以内）す
ることで、現在の通信モードの状態をス
マートキー表示ランプによって確認する
ことができます。
スマートキーの表示ランプが1回点滅した
とき・・・アンロックになっています。
スマートキーの表示ランプが長めに1回点
滅したとき・・・ロックになっています。

メカニカルキーを使用するとき
リリースボタンを押すとスマートキーか

らメカニカルキーが出てきます。使用後は
メカニカルキーを元の位置へ押し戻しま
す。

メカニカルキーはフューエルタンク
キャップの取り外し、フロントトランクの
ロック、シートのロック解除に使用しま
す。(4-13、 4-17、 7-23ページ参照 )

1.ロック／アンロックスイッチ “ON/OFF”
2.スマートキー表示ランプ

1

2

1.メカニカルキー
2.リリースボタン

1 2

2PW-9-J1_1.book  5 ページ  ２０１７年３月２４日　金曜日　午前１１時４８分



スマートキーシステム

3-6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

JAU61603

スマートキーの電池交換のしかた
次のようなときは電池残量が少なくなっ
ているので、新しい電池と交換してくださ
い。
 車両の電源を ON にしたときに、ス
マートキーシステム表示灯が約20秒
間点滅するとき。

 スマートキーのスイッチを押しても
作動しないとき。

JWA14721

 電池および取り外した部品は小さい
ため、子供が誤って飲み込み、傷害を
受けるおそれがあります。電池および
取り外した部品を、子供の手が届くと
ころに置かないでください。

 電池を直射日光に当てたり、熱源に近
づけるなどしないでください。

JCA15781

 ドライバーなどにウエスをあてなが
ら、部品を取り外してください。硬い
ものを直接あてがうと、本体に傷をつ
けるおそれがあります。

 電池の＋極と－極は、必ず正しく取り
付けてください。

 防水シール部分の傷つきや、ゴミの混
入に注意してください。耐水性能の低
下や、故障の原因となります。

 内部の回路や端子などに触れないで
ください。故障の原因となります。

 電池交換の際、本体に無理な力を加え

ないでください。
 電池交換後は、スマートキーシステム
の各機能が正常に作動するか、必ず確
認してください。

電池交換のしかた
1. スマートキーのケースを開けます。

2. スイッチプレートとコントロールユ
ニットを取り外します。

3. 電池カバーを取り外します。

4. 電池の取り付け方向（表裏）を確認し
ます。

5. 電池を取り外します。

取り外した電池は、電池の説明書や各自治
体の規則に従って処分してください。

6. 電池を新しいものと交換します。

1.スマートキーシステム表示灯 “ ”

1

1.電池カバー
2.コントロールユニット
3.スイッチプレート

使用電池：
ボタン電池　CR2025×1個

3

1 2
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7. 電池カバーを取り付けます。
8. スマートキーを元どおりに組み立て
ます。

スイッチプレートを組み付ける向きに注
意してください。

JAU61633

ハンドルロック解除と車両の電源
ON
1. アンロックの状態にしたスマート
キーを持って、車に近づきます。

2. スタータースイッチ “ON/ ” を長押
し（1秒以上）します。

3. スマートキーが認証されると、「ピ
ピッ」とアラームが 2 回鳴り、メー
ターのスマートキーシステム表示灯
が点灯して、ハンドルロックが自動的
に解除されます。

 ハンドルに力が加わっているときな
ど、ハンドルロックが引っ掛かって自
動解除できない場合は、メーターのス
マートキーシステム表示灯が点滅し
ます。このようなときは、ハンドルを
左右に少し動かしてみてください。

 ハンドルロックの自動解除ができな
い状態が続くと、スマートキーシステ
ム表示灯が16回点滅して消灯し、自
動解除動作を途中で中止します。この
とき、ハンドルロックは正常に解除さ
れていない状態になり、電源はONに
なりません。この状態から電源をON
にするには、ハンドルを少し左右に
切ってロックを解除したあと、スター
タースイッチ “ON/ ”を押します。

 ハンドルロックが完全に解除されな
いと、車両の電源がONになりません。

 スタータースイッチ “ON/ ” を押し
たときにアンサーバック動作をしな

1.電池
2.コントロールユニット

2

1

1.スタータースイッチ “ON/ ”

1
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い場合、バッテリーが弱っているか、
あがっている可能性があります。バッ
テリーを点検し、必要に応じて充電し
てください。

JCA15825

ハンドルロックが解除されず、スマート
キーシステム表示灯が点滅をしている場
合は、スマートキーシステムの故障が考え
られます。ヤマハ販売店にご相談くださ
い。

 車から離れる際は、ハンドルが確実に
ロックされていることを必ず確認し
てください。

4. ハンドルロックの解除が完了すると、
車の電源が ON になります。このと
き、メーターのスマートキーシステム
表示灯が消灯し、全てのセグメントを
表示した後、通常表示になります。

JAU61693

車両の電源OFF
アンロック状態のスマートキーを持って、
OFF／ハンドルロックスイッチを押す（短
押しまたは長押し）ことにより、車両の電
源がOFFになります。このとき、アンサー
バック動作（「ピッ」とアラームが 1 回鳴
ります）を行います。

 車両の電源をOFFする操作は、必ず運
転者自身の手で行い、電源が OFF に
なったことを確認してください。

 スマートキーを持った運転者がス
マートキーシステムの作動範囲外に
移動しても、車両の電源は自動的に
OFFにはなりません。

 走行中は、車両の電源をOFFにする操
作を行うことができません。電源を
OFF にする操作を行うときは、必ず
車を安全な場所に停車して行ってく
ださい。

 車両の電源を OFF にする操作時に作
動範囲内にスマートキーがないと、車
の電源は OFF にならずにアラームが
3 秒鳴り続け、メーターのスマート
キーシステム表示灯が点滅して異常
を知らせます。スマートキーの所在を
確認してください。

 スマートキーが無くても、メーターの
スマートキーシステム表示灯が点滅
している間にもう一度電源 OFF の操
作を行えば、電源のOFFは可能です。

 スマートキーが無い状態で電源をON

1. OFF ／ハンドルロックスイッチ
“OFF/LOCK”

1
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にする操作については、7-23ページ
のエマージェンシーモードを参照し
てください。

JAU61612

ハンドルロックのかけかた
車両の電源を OFF にした後、車を安全な
駐車場所まで移動し、ハンドルを左へいっ
ぱいに切った状態で OFF ／ハンドルロッ
クスイッチを長押し（1秒以上）します。

 正常にハンドルロックがかかると、ア
ンサーバック動作（「ピッ」とアラー
ムが1回鳴ります）を行います。

 ハンドルロックが正しくかからない
場合、アラームが3秒鳴り続け、キー
表示灯が点滅します。ハンドルロック
のロックバーが突き当たっているこ
とがありますので、もう一度、ハンド
ルを左へいっぱいに切った状態でハ
ンドルロックを試みてください。

JWA14742

車が動いている状態では、ハンドルロック
操作をしないでください。

 ハンドルロックは必ず運転者自身の
手でロック操作を行い、ハンドルを左
右に動かして正常にロック動作が完
了したことを確認して車から離れて
ください。ハンドルロックは自動的に
はロックしません。

 車から離れるときは、盗難予防のため
に必ずハンドルロックをかけ、スマー
トキーを持って車から離れてくださ
い。そのとき、スマートキーをロック
の状態にすることをおすすめします。
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JAU61683

シートの開閉
1. スマートキーがアンロックの状態で
作動範囲内に入ります。

2. シートオープン／パーキングスイッ
チを短押し（1秒以内）します。

3. スマートキーが認証されると、シート
ロックが解除されます。

4. シート前方を手で持ち上げてシート
を開けます。

シートの閉めかた
シートを下ろし、シートの着座部分を押さ
えてロックします。

シートを閉めたあと、確実にロックされて
いるか確認してください。

JAU61593

パーキングモード
ハンドルがロックされ、ハザードランプと
方向指示灯を点灯させることができます
が、その他の電気回路はオフになります。

パーキングモードの使いかた
1. ハンドルをロックします。（3-9 ペー
ジを参照。）

2. シートオープン／パーキングスイッ
チを長押し（1秒以上）します。

3. スマートキーが認証されると、「ピ
ピッ」とアラームが 2 回鳴ってパー
キングモードになり、メーターのス
マートキーシステム表示灯が点灯し
ます。

パーキングモード使用中はシートの開閉
はできません。

JCA20760

ハザードランプおよび方向指示灯の長時
間の使用は、バッテリーあがりの原因にな
ります。

パーキングモードの解除のしかた
シートオープン／パーキングスイッチを
短押し（1秒以内）します。スマートキー
が認証されると、「ピッ」とアラームが 1
回鳴ってパーキングモードが解除され、
メーターのスマートキーシステム表示灯
が消灯します 。

1.シートオープン／パーキングスイッチ
“SEAT OPEN/ ”

1
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各部の取り扱いと操作
JAU49398

警告灯と表示灯

JAU11032

方向指示器表示灯 “ / ”
方向指示器に合わせて点滅します。

JAU11081

ヘッドライト上向き表示灯 “ ”
ヘッドライトを上向きにすると点灯しま
す。

JAU63521

エンジン警告灯 “ ”
エンジンの電気回路に異常が発生したと
き、警告灯が点灯するか、点滅します。ヤ
マハ販売店で点検を受けてください。

 車両の電源をONにしたとき、警告灯
が約 2 秒間点灯し、その後消灯しま
す。点灯しないときや消灯しないとき
は、ヤマハ販売店で点検を受けてくだ
さい。

 スタータースイッチ “ON/ ” を押し
ている間、警告灯が点灯することがあ
りますが、これは異常ではありませ
ん。

JAU65560

ABS 警告灯 “ ”
走行中に ABS 警告灯が点灯または点滅し

たときは、ABS が正しく作動していない
おそれがあります。このような場合、直ち
にヤマハ販売店でシステムの点検を受け
てください。（4-12ページ参照）
警告灯の電気回路は、以下の手順に従って
点検することができます。
1. エンジンストップスイッチを “ ” に
セットし、車両の電源を ON にしま
す。

2. 警告灯が点灯し、10 km/h以上の速
度で走行したあと消灯することを点
検します。

3. 警告灯が点灯しないか、点灯したまま
消灯しない場合、ヤマハ販売店で電気
回路の点検を受けてください。

JWA16041

10 km/h 以上の速度で走行しても ABS
警告灯が消灯しない、または走行中にABS
警告灯が点灯または点滅したときは、ブ
レーキシステムは通常のブレーキの状態
になっています。上記のどちらかが起こっ
た場合、またはABS警告灯が全く点灯し
ない場合は、急ブレーキなどでホイールが
ロックしないよう、慎重にブレーキをかけ
てください。直ちにヤマハ販売店でブレー
キシステムの点検を受けてください。

 スタータースイッチ “ON/ ” を押し
ている間、警告灯が点灯することがあ
りますが、これは異常ではありませ
ん。

 メインスタンドを立てた状態でエン
ジンをかけたときにABS 警告灯が点
灯することがありますが、これは異常
ではありません。

JAU61653

スマートキーシステム表示灯 “ ”
スマートキーシステムの状態を表示しま
す。スマートキーシステムが正常に作動し
ているときは、スマートキーシステム表示
灯は消灯しています。スマートキーシステ
ムに異常があると、スマートキーシステム

1.方向指示器表示灯 “ / ”
2. ABS警告灯 “ ”
3.ヘッドライト上向き表示灯 “ ”
4.エンジン警告灯 “ ”
5.スマートキーシステム表示灯 “ ”

1

5 4

1 1

3

2

ABS

ABS
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表示灯が点滅します。また、走行中にス
マートキーを紛失したとき、スマートキー
の電池が消耗しているとき、強い電波やノ
イズがある場所で使用しているときなど、
通信不良となったときにスマートキーシ
ステム表示灯が点滅することがあります。
ただし、走行に影響はありません。

 車両の電源をONにしたとき、スマー
トキーシステム表示灯が約 1 秒間点
灯し、その後消灯します。点灯しない
ときや消灯しないときは、ヤマハ販売
店で点検を受けてください。

 走行中にスマートキーシステム表示
灯が点滅し、車がスマートキーの所在
を確認しているときは、必ず車を安全
な場所に停車させてからスマート
キーを探してください。

 スマートキーを紛失などして一旦エ
ンジンを停止した場合、その後、エン
ジンの始動ができなくなります。この
ような場合、メカニカルキーがあれば
エンジンを始動することができます。
メカニカルキーを使用してエンジン
を始動する方法については、7-23
ページのエマージェンシーモードを
参照してください。

JAU63541

スピードメーター

車の速度を示します。
電気回路のチェックのため、車両の電源を
ON にすると、指針が一旦最大値を示
し、“0”に戻ります。

1.スピードメーター

1
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JAU63551

タコメーター

毎分のエンジン回転数を示します。
電気回路のチェックのため、車両の電源を
ON にすると、指針が一旦最大値を示
し、“0”に戻ります。

JCA10032

タコメーターの指針がレッドゾーンに入
らないようにしてください。
レッドゾーン : 8250 r/min 以上

JAU63564

マルチファンクションディスプレ
イ

JWA12161

表示の切り替え、時刻調整などの操作は、
必ず停車中に行ってください。

1.タコメーター
2.レッドゾーン

1

2

1. “SELECT”ボタン
2.燃料計
3.燃料残量警告表示 “ ”
4.オドメーター
5.水温警告表示 “ ”
6.水温計
7. “RESET”ボタン

1.トリップメーター／フューエルトリップ
メーター

2.外気温 /平均燃費 /瞬間燃費

2

3
4

5

611 7

2

1
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マルチファンクションディスプレイには
以下の機能があります。
 燃料計
 水温計
 オドメーター
 トリップメーター（Trip 1 ／ Trip 2）
 フューエルトリップメーター
 自己診断機能
 時計
 外気温計
 燃費表示
 エンジンオイル交換表示
 Vベルト交換表示

 “SELECT”ボタンや “RESET”ボタン
を使用するときは、車両の電源をON
にしてください。

 車両の電源をONにすると、全てのセ
グメントを表示し、その後通常表示に
なります。このときマルチファンク
ションディスプレイは回路の点検を
行っています。

時計

24時間制で時刻を表示します。
メインスイッチをONにすると時計が表示
されます。

時刻調整のしかた
1. “SELECT”ボタンと “RESET”ボタン
を同時に 2 秒以上押します。＜時＞
の表示が点滅します。

2. “RESET” ボタンを押して＜時＞を合
わせます。

3. “SELECT”ボタンを押すと、＜分＞の
表示が点滅します。

4. “RESET” ボタンを押して＜分＞を合
わせます。

5. “SELECT” ボタンを押すと時刻調整
が完了し、時計表示に戻ります。

オドメーター／トリップメーター

1.時計

1

1.時計

1.オドメーター／トリップメーター／フュー
エルトリップメーター

1

1
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オドメーターは、走行した総距離を表示し
ます。
トリップメーターは、リセットしてからの
走行距離を積算します。
フューエルトリップメーターは、フューエ
ルタンクのガソリン残量が約3.0 Lになっ
てからの走行距離を表示します。
エンジンオイルトリップメーターは、エン
ジンオイルを交換後リセットしてから走
行した距離を表示します。
Vベルトトリップメーターは、Vベルトを
交換後リセットしてから走行した距離を
表示します。

 オ ド メ ー タ ー は、最 大 値
（999999km）を超えると最大値で
固定されます。

 ト リ ッ プ メ ー タ ー は、最 大 値
（9999.9km）を超えるとリセットさ
れます。

“SELECT”ボタンを押すごとに、オドメー

ターモード“Odo”とトリップメーターモー
ド “Trip”が下記の順で切り替わります。
Odo  Trip 1  Trip 2  V-Belt Trip
 Oil Trip  Odo
フューエルタンクのガソリンの残量が約
3.0 L になると、表示は自動的にフューエ
ルトリップメーターモード “Trip F” に切
り替わって、その時点からの走行距離を表
示します。このとき “SELECT”ボタンを押
すと、オドメーターモード “Odo” とトリッ
プメーターモード “Trip” は下記の順に切
り替わります。
Odo  Trip 1  Trip 2  Trip F  V-
Belt Trip  Oil Trip  Odo

ト リ ッ プ メ ー タ ー の リ セ ッ ト
は、“SELECT”ボタンを押してリセットし
たいトリップメーターを表示させてから
“SELECT” ボタンを 1 秒以上押します。
フューエルトリップメーターはリセット
しなくても、ガソリンを給油後約 5km 走
行すると自動的にもとの表示に戻ります。

フューエルトリップメーター表示 “Trip F”
をリセットすると、再度フューエルトリッ
プメーター表示 “Trip F”に戻すことはでき
ません。

燃料計
車両の電源をONにするとフューエルタン
クのガソリンの残量を表示します。 ガソリ
ンの残量が減ると燃料計のセグメントの
数が減ります。 ガソリンの残量が少なくな
ると残りの1セグメント、燃料残量警告表

1.エンジンオイルトリップメーター

1.Ｖベルトトリップメーター

1

1

1.フューエルトリップメーター

1
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示、“F” と “E” が点滅して知らせます。ガ
ソリンの残量が少なくなったら、早めに補
給してください。

水温計
車両の電源をONにすると、冷却水の温度
を表示します。 冷却水の温度は天候やエン
ジンの負荷によって変化します。 水温計の
セグメント、“H” 、 “C” と水温警告表示が
点滅したときはエンジンを止めて冷まし
てください。

JCA11851

エンジンがオーバーヒートしたときは、走
行しないでください。

エンジンオイル交換表示 “Oil”

エンジンオイルの交換時期を知らせます。
初回は走行距離が1000kmになると、以
降はリセット後6000km走行すると表示
が点滅します。エンジンオイル交換表示
“Oil” が点滅したら早めにヤマハ販売店で
エンジンオイルを交換してください。
エンジンオイル交換後は必ずリセットし
てください。エンジンオイル交換表示が表
示される前にオイル交換したときも、リ
セットしてください。リセットせずにその
まま走行しますと、交換時期がずれてしま
います。
リセットは車両の電源を ON にし
て、“SELECT”ボタンで “Oil Trip”モード
に切り替えます。“Oil Trip” モードの状態
で“SELECT”ボタンを1秒以上押すと、“Oil
Trip” が点滅します。点滅中に “SELECT”
ボタンを3秒以上押すと、エンジンオイル
トリップメーターがリセットされて走行
距離がゼロになり、エンジンオイル交換表
示 “Oil” が点滅から点灯に変わります。そ
の後、“SELECT”ボタンで必要な表示モー
ドに切り替えます。
エンジンオイル交換表示の電気回路は以
下の手順で点検することができます。
1. エンジンストップスイッチを “ ” に
セットし、車両の電源を ON にしま
す。

2. エンジンオイル交換表示が約 2 秒間
表示され、その後消灯することを点検
します。

3. 表示されないときは、ヤマハ販売店で
電気回路の点検を受けてください。

1.エンジンオイル交換表示 “Oil”

1
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Vベルト交換表示 “V-Belt”

Vベルトの交換時期を知らせます。走行距
離が 20000 km になると V ベルト交換
表示 “V-Belt”が点滅します。早めにヤマハ
販売店にVベルトの交換を依頼してくださ
い。
Vベルト交換後は必ずリセットしてくださ
い。Vベルト交換表示が点滅する前にVベ
ルト交換したときも、リセットしてくださ
い。リセットせずにそのまま走行します
と、交換時期がずれてしまいます。
リセットは車両の電源を ON にし
て、“SELECT”ボタンで “V-Belt Trip”モー
ドに切り替えます。“V-Belt Trip”モードの
状態で “SELECT”ボタン を 1秒以上押す
と、“V-Belt Trip”が点滅します。点滅中に
“SELECT”ボタンを3秒以上押すと、Vベ
ルトトリップメーターがリセットされて
走行距離がゼロになり、Vベルト交換表示
“V-Belt”が点滅から点灯に変わります。そ
の後、“SELECT”ボタンで必要な表示モー
ドに切り替えます。
Vベルト交換表示の電気回路は以下の手順
で点検することができます。
1. エンジンストップスイッチを “ ” に
セットし、車両の電源を ON にしま
す。

2. V ベルト交換表示が約 2 秒間表示さ
れ、その後消灯することを点検しま
す。

3. 表示されないときは、ヤマハ販売店で
電気回路の点検を受けてください。

外気温計／燃費表示（平均燃費と瞬間燃
費）

“RESET” ボタンを押すごとに、外気温計
“Air” と平均燃費モード “AVE_ _._ km/L”
または “AVE_ _._ L/100 km”、瞬間燃費
モード “km/L”または “L/100 km”が下記
の順で切り替わります。

Air  AVE_ _._ km/L または AVE_ _._
L/100 km  km/L または L/100 km
 Air

外気温計

外気温を表示します。（表示範囲は –9C～
40C、1C刻み）
外気の温度を感知して表示は変動します。
“RESET” ボタンを押すと燃費表示（平均
燃費と瞬間燃費）に切り替わります。

1. Vベルト交換表示 “V-Belt”

1

1.外気温 /平均燃費 /瞬間燃費

1.外気温度表示

1

1
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平均燃費モード

最後にリセットしてからの平均燃費を表
示します。
1. 平均燃費の表示は、“AVE_ _._ km/L”
または “AVE_ _._ L/100 km”を表示
することができます。
 “AVE_ _._ km/L”表示に設定する
と、現在の走行条件で燃料 1.0L
を使って走行可能な平均距離が表
示されます。

 “AVE_ _._ L/100 km”表示に設定
す る と、現 在 の 走 行 条 件 で
100km 走行するために必要な燃
料の平均量が表示されます。

平 均 燃 費 を リ セ ッ ト す る に
は、“RESET” ボタンを押してリセッ
トしたい平均燃費を表示させてから
“RESET”ボタンを1秒以上押します。

平均燃費をリセットした後、1 km走行す
るまでは “_ _._”が表示されます。

瞬間燃費モード

走行中の瞬間燃費を表示します。
1. 瞬間燃費の表示は、“km/L” または

“L/100 km” を表示することができ
ます。
 “km/L”表示に設定すると、現在の
走行条件で燃料 1.0L を使って走
行可能な距離が表示されます。

 “L/100 km” 表示に設定すると、
現在の走行条件で100km走行す
るために必要な燃料の量が表示さ
れます。

“km/L”表示と “L/100 km”表示を切
り替えるには、“RESET” ボタンを 1
秒間押します。

10 km/h 以下で走行しているときは “_
_._”が表示されます。.

自己診断機能

このモデルには電気回路の自己診断装置

1.平均燃費表示

1

1.瞬間燃費表示

1.エラーコード表示

1

1
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が備わっています。
回路のいずれかが故障した場合、エンジン
警告灯が点灯し、マルチファンクション
ディスプレイにエラーコードが表示され
ます。
マルチファンクションディスプレイにエ
ラーコードが表示された場合、エラーコー
ドを控え、ヤマハ販売店で車の点検を受け
てください。

JCA15951

マルチファンクションディスプレイがエ
ラーコードを表示している時は、エンジン
の損傷を防ぐために、できるだけ早くヤマ
ハ販売店で車の点検を受けてください。

JAU12333

盗難警報器（別売アクセサリー）
この車には、別売アクセサリーの盗難警報
器を装着することができます。装着につい
ては、お買いあげのヤマハ販売店にご相談
ください。
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JAU1234K

ハンドルスイッチ
＜左＞ 

＜右＞ 

JAU12362

パッシングライトスイッチ “PASS”
ヘッドライトの上向きを点灯させるス
イッチです。先行車の追い越しなどで、他
車に合図をするときに使用します。

ヘッドライト上下切り替えスイッチが
“ ”のときは、使用できません。

JAU67240

ヘッドライト上下切り替えスイッチ
“ / ”
ヘッドライトの配光を上向き、下向きに切
り替えるスイッチです。
（上向き）：遠くを照らします。
（下向き）：近くを照らします。

 （下向き）／ （上向き）共に2灯
点灯します。ただし、 （上向き）点
灯時には （下向き）は消灯します。

 先行車や対向車があるときは、ヘッド
ライトを下向きにしてください。

JAU12461

方向指示器スイッチ “ / ”
進路変更の合図に使用します。
操作は、進路変更する側にスイッチをスラ
イドさせます。
消灯するときは、スイッチを押します。
：右側の方向指示灯が点滅します。
：左側の方向指示灯が点滅します。

JWA11641

方向指示灯は自動的に消灯しません。使用
後は、必ず消灯してください。点滅したま
まにしておくと、他のかたの迷惑になりま
す。

JCA11983

電球を交換するときは、正規のワット数の
ものを使用してください。正規のワット数
以外のものを使用すると、正常に作動しま
せん。

JAU12501

ホーンスイッチ “ ”
スイッチを押すとホーンが鳴ります。

必要なときにのみ使用してください。

1.パッシングライトスイッチ “PASS”
2.ヘッドライト上下切り替えスイッチ

“ / ”
3.方向指示器スイッチ “ / ”
4.ホーンスイッチ “ ”

1.エンジンストップスイッチ “ / ”
2.ハザードスイッチ “ ”
3.車両の電源ON／スタータースイッチ

“ON/ ”

1

2
3

4

1

2

3

2PW-9-J1_1.book  10 ページ  ２０１７年３月２４日　金曜日　午前１１時４８分



各部の取り扱いと操作

4-11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

JAU66250

エンジンストップスイッチ “ / ”
非常時に、エンジンをすぐに停止させるス
イッチです。通常は “ ”にしておきます。

JWA12101

非常時にエンジンストップスイッチでエ
ンジンを停止させたときは、マフラーやエ
ンジンなどが熱くなっています。ヤケドに
注意してください。

JCA22430

 非常時にエンジンストップスイッチ
でエンジンを停止させたときは、必ず
車両の電源を OFF にしてください。
ON のままですと、バッテリーあがり
の原因となります。

 走行中に、エンジンストップスイッチ
を“ ”“ ”“ ”にしないでくだ
さい。エンジンの回転が不円滑とな
り、エンジン不調の原因となります。
また、排出ガス浄化装置の故障の原因
となります。

“ ”にすると、エンジンは始動できません。

JAU63631

車両の電源ON／スタータースイッチ
“ON/ ”
アンロックの状態にしたスマートキーを
持って車に近づき、このスイッチを短押し
（1 秒以内）すると車両の電源が ON にな
ります。
車両の電源がONのとき、サイドスタンド
を上げた状態で、リヤブレーキレバーを握
りながらこのスイッチを押すと、スター
ターモーターが回転しエンジンが始動し
ます。

JCA11882

 スターターモーターを連続して回転
させないでください。消費電力が多い
ためバッテリーあがりの原因となり
ます。

 エンジンを始動させる前に、6-1ペー
ジの始動手順を参照してください。

JAU63580

ハザードスイッチ “ ”
車両の電源をON にした状態で、スイッチ
を “ ”にスライドし、ハザードランプを点
滅させます（全ての方向指示器が点滅しま
す）。
ハザードランプは、故障などの非常時に他
車に知らせるために使用します。

JCA11891

バッテリーあがりを防ぐため、ハザードラ
ンプを長時間使用しないでください。
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JAU63230

リヤブレーキロックレバー
エンジンを始動するとき、料金所などでの
一時停車のとき、両手を離した状態で車両
を停車するときなどに使用します。
リヤブレーキロックレバーを左方向へ倒
すと後輪がロックされます。
リヤブレーキロックの解除は、リヤブレー
キロックレバーを右方向へ戻します。

JWA12501

リヤブレーキロックレバーは走行中絶対
に使用しないでください。走行中に作動さ
せると安定性を損なう場合があります。

JCA13051

確実にリヤホイールの回転が止まった状
態で、リヤブレーキロックレバーを使用し
てください。

JAU65580

ABS
この車の ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）は、フロントブレーキとリヤブ
レーキに独立して働くデュアルエレクト
ロニックコントロールシステムを特徴と
しています。ABS は ECU（エレクトロ
ニックコントロールユニット）によってモ
ニターされており、ECU が故障を検知し
た場合には通常のブレーキの状態になり
ます。

JWA15363

 ABS は制動距離を短くする装置では
ありません。

 未舗装路や砂利道など路面の状況に
より、ABS のない車に比べて制動距
離が長くなることがあります。 速度
はひかえめにし、車間距離を充分に
とってください。

 ABS が作動していても、ブレーキは
通常の方法で使用できます。ブレーキ
レバーに振動が感じられるかもしれ
ませんが、故障ではありません。

 車両の電源をON にして10 km/h以
上の速度で走行するまでABSは自己
診断を行っています。この間、車の前
方から “カチカチ ”音がすることがあ
りますが、故障ではありません。

 このABSには、ABSが作動している
状態（ブレーキレバーに振動を感じ
る）を体感できるテストモードがあり
ます。ただし、特殊工具が必要となり
ますので、ヤマハ販売店にご相談くだ
さい。

JCA20100

ホイールセンサーやホイールセンサー
ローターを傷つけないでください。ABS
の性能が低下するおそれがあります。

1.リヤブレーキロックレバー

1
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JAU63691

フューエルタンクキャップ
JWA12172

給油時およびガソリンを取り扱う場合は、
次のことを必ず守ってください。
 給油時は必ずエンジンを止め、火気を
近づけないでください。ガソリンは揮
発性が高く、引火しやすい燃料です。

 フューエルタンクキャップを開ける
前に、車体などの金属部分に触れて静
電気の除去を行ってください。身体に
静電気を帯びた状態で給油すると、放
電による火花で引火する場合があり、
ヤケドするおそれがあります。

 給油操作は、必ず一人で行ってくださ
い。複数で行うと静電気が除去できな
い場合があります。

 給油は、必ず屋外で行ってください。
 セルフサービスのガソリンスタンド
で給油するときは、ガソリンの吹きこ
ぼれがないよう、慎重に給油してくだ
さい。

 給油限度（フィラーチューブ下端ま
で）を超えてガソリンを入れないでく
ださい。走行中にガソリンがにじみ出
ることがあり危険です。

 給油後、フューエルタンクキャップを
確実に閉めてください。

フューエルタンクキャップの取り外しか
た
1. シート前方のレバーを引いて、リッド

1.フロントホイールセンサーローター
2.フロントホイールセンサー

1.リヤホイールセンサーローター
2.リヤホイールセンサー

1 2

1

2

1.フィラーチューブ
2.給油限度

2

1
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を開けます。

2. メカニカルキーをロックに差し込み、
時計方向に回します。ロックは解除さ
れ、フューエルタンクキャップを取り
外すことができます。

フューエルタンクキャップの取り付けか
た
1. 合マークを合わせ、フューエルタンク
キャップを給油口に差し込み、キャッ
プを押して取り付けます。

2. メカニカルキーを反時計方向に回し、
メカニカルキーを抜き取ります。

3. リッドを閉めます。

フューエルタンクキャップを取り外した
状態では、メカニカルキーを抜き取ること
はできません。また、フューエルタンク
キャップを正しく取り付けないと、メカニ
カルキーを抜き取ることはできません。

1.レバー
2.リッド

1.フューエルタンクキャップ

1

2

1

1.合マーク

1
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JAU31461

燃料

JAU28333

指定燃料

JCA12512

 必ず指定燃料を使用してください。高
濃度アルコール含有燃料や軽油、粗悪
ガソリンなど、指定以外の燃料を使用
するとエンジンの始動性が悪くなっ
たり、出力低下などのエンジン不調の
原因となる場合があります。また、エ
ンジンや燃料系の部品を損傷するお
それがあります。

 こぼれたガソリンは、布切れなどでき
れいにふき取ってください。

 タンクにゴミやチリなどの不純物が
入らないように注意してください。

JAU14271

可変式ライダーバックレスト
各自の体格や好みに合わせてライディン
グポジションが調整できる、可変式ライ
ダーバックレストを装備しています。

調整方法
調整範囲は 3 段階あります。シートを開
け、シート裏側のボルトを外し、ライダー
バックレストの取り付け位置を調整しま
す。

JWA12141

シート調整後、左右のボルトを確実に締め
付けてください。

指定燃料：
無鉛プレミアムガソリン

タンク容量：
約15 L

1.ライダーバックレスト

1.ライダーバックレスト
2.ボルト

1

1

2
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JAU46261

ヘルメットホルダー

シート下にヘルメットホルダーがありま
す。
シート裏側に収納されているヘルメット
ホールディングケーブルを使用します。
ヘルメットをヘルメットホルダーに掛け
るとき、網かけで示した部分にヘルメット
ホールディングケーブルがかからないよ
うにして、シートを閉めてください。

シートがロックされていることを確認し
てください。

JWA11651

ヘルメットをヘルメットホルダーに掛け
たまま走行しないでください。ヘルメット
が運転を妨げ、思わぬ事故の原因になった
り、車の部品に損傷を与えたり、またヘル
メットにも損傷を与え保護機能を低下さ
せます。

JCA12451

ヘルメットホールディングケーブルの両
端をヘルメットホルダーに掛けるなどの
方法で使用すると、トランク内に雨水やホ
コリなどが入ることがあります。

JAU28521

書類入れ
メンテナンスノート、自賠責保険証はビ
ニール袋に入れて、トランク内に保管して
ください。

1.網かけで示した部分
2.ヘルメットホルダー
3.ヘルメットホールディングケーブル

2

1

3
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JAU63510

トランク
JWA18200

以下の荷重制限を越えないでください。
 フロントトランク : 1 kg
 リヤトランク : 5 kg

フロントトランク

フロントトランクがロックされていると
きは、メカニカルキーをロックに差し込
み、時計方向に回してロックを解除してか
らレバーを持ち上げるようにして手前に
引いて開けます。
フロントトランクがロックされていない
ときは、そのままレバーを持ち上げるよう
にして手前に引いて開けます。

閉めるときは、リッドを元の位置に戻しま
す。
フロントトランクをロックするときは、
リッドを閉めてからメカニカルキーを
ロックに差し込み、反時計方向に回してメ

カニカルキーを抜きます。

リヤトランク
シートの下にリヤトランクがあります。
（3-10ページ参照）ヘルメットを収納する
ときは、ヘルメットの前部を左側に向けて
逆さに置きます。
シートを開けるとトランク照明灯が点灯
します。トランク照明灯は車の電源の
ON/OFF に関係なく点灯し、シートが開
いている間は点灯します。

JCA15963

 シートは長時間開けたままにしない
でください。バッテリーあがりの原因
となります。

 洗車をすると中に水が入ることがあ
ります。大切な物は、ビニール袋など
に入れて収納してください。

 濡れた物は、ビニール袋に入れてから
収納してください。濡れたまま収納す
ると、トランク内にカビなどが発生す
ることがあります。

 貴重品やこわれやすい物は入れない
でください。

 トランク内は直射日光、エンジンの熱
などで温度が高くなります。熱の影響
を受けやすい用品、食料品または可燃
性のものは入れないでください。

JCA16092

網かけで示した部分は、トランクではあり

1.リッド
2.レバー

1

2

1.リヤトランク
2.網かけで示した部分

1

2
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ません。シートヒンジの損傷を防ぐため
に、この場所に物を置かないでください。

 リヤトランクにはフルフェイスヘル
メットが収納可能ですが、形状によっ
ては入らないものもあります。

 シートを降ろしたら、シートがロック
されているか確認してください。

 車から離れるときは必ずシートを
ロックしてください。

 スマートキーをトランク内に入れた
ままシートを閉じると、ロックされ開
けられなくなります。注意してくださ
い。

JAU52212

ウインドシールド
この車のウインドシールドは、運転される
方に合わせて2つの位置に調整できます。

ウインドシールドの高さ調整のしかた
1. クイックファスナーを外し、スク
リューアクセスカバーを取り外しま
す。

クイックファスナーはセンターピンを押
し込んで取り外します。

1.ウインドシールド

1.クイックファスナー
2.スクリューアクセスカバー

1

1

2
1
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2. ウインドシールドスクリューを外し、
ウインドシールドを取り外します。

3. ゴムカバーを取り外します。

4. ゴムカバーを任意の位置に取り付け
ます。

5. ウインドシールドを任意の位置に取
り付け、スクリューを取り付けます。

6. ウインドシールドスクリューを規定
のトルクで締め付けます。

JWA15511

ウインドシールドのゆるみは事故の原因
となるおそれがあります。規定のトルクで
スクリューを締め付けてください。

7. スクリューアクセスカバーを取り付
け、クイックファスナーを取り付けま
す。

クイックファスナーはセンターピンをク
イックファスナーの面から押し出した状
態で取り付け、その後センターピンをク

1.クイックファスナー
2.センターピン

1.ウインドシールドスクリュー

1.ゴムカバー

21

1

1

1

1

1.ゴムカバー

1.ウインドシールドスクリュー

締め付けトルク：
ウインドシールドスクリュー：
10 Nm (1.0 m·kgf)

1

1

1

1
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イックファスナーの面と同じ位置まで押
し込みます。

JAU39672

バックミラー
この車のバックミラーは、狭いスペースで
駐車するために前方または後方に折りた
たむことができます。乗車する前に、バッ
クミラーを元の位置に折り返してくださ
い。

JWA14372

乗車する前には、必ずバックミラーを元の
位置に折り返すようにしてください。

1.スクリューアクセスカバー

1.クイックファスナー（取り外した状態）
2.クイックファスナー（取り付け前）

1

1 2 1.駐車するときの位置
2.乗車するときの位置

1
1 2

2
11
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JAU46201

ブレーキレバーの握り調整
手の大きさに合わせて、ブレーキレバーの
握り幅が5段階に調整できます。
握り幅の調整は、レバーを前側に押しなが
らアジャスターを回します。

＜フロントブレーキ＞

＜リヤブレーキ＞

アジャスターの数字と “ ” マークを、必
ず合わせてください。

JAU29911

スタンディングハンドル
メインスタンドを立てたり戻したりする
ときに、右手で持ちます。

1.フロントブレーキレバー
2.アジャスター
3. “ ”マーク
4.握り幅

1.リヤブレーキレバー
2.アジャスター
3. “ ”マーク
4.握り幅

1

4

2

3

5 4

3

2

1

3

21

4

1.スタンディングハンドル

1
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JAU15306

サイドスタンド
サイドスタンドはフレームの左側にあり
ます。車を直立にした状態で、足でサイド
スタンドを上げ下げします。

この車にはサイドスタンドスイッチが装
備されています。（サイドスタンドスイッ
チについては次の項目を参照してくださ
い。）

JWA10242

サイドスタンドを下ろした状態で、または
サイドスタンドが正しく上がらない（上
がった状態にならない）場合、車を運転し
ないでください。サイドスタンドが地面に
接し、操縦安定性を損なうことがありま
す。ヤマハのイグニッションサーキット
カットオフシステムは、発進前にサイドス
タンドの上げ忘れを防止するよう設計さ
れています。従って、定期的にこのシステ
ムを点検してください。正しく機能しない
場合にはヤマハ販売店に修理を依頼して
ください。

JAU66771

イグニッションサーキットカット
オフシステム
イグニッションサーキットカットオフシ
ステム（サイドスタンドスイッチおよびブ
レーキランプスイッチを含む）には次の機
能があります。
 サイドスタンドが上がっているが、ど
ちらかのブレーキレバーを握ってい
ないとき、エンジンは始動できませ
ん。

 どちらかのブレーキレバーを握って
いるが、サイドスタンドが下がってい
るとき、エンジンは始動できません。

 サイドスタンドを下げると、エンジン
は停止します。

イグニッションサーキットカットオフシ
ステムの作動を、以下の手順に従って定期
的に点検してください。

JWA11551

 点検中はメインスタンドを立ててく
ださい。

 点検の結果異常があった場合は、走行
前にヤマハ販売店でシステムの点検
を受けてください。
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JAU73290

DCジャック
JWA14361

感電または短絡を防止するため、DC
ジャックを使用しない場合は、必ずキャッ
プを取り付けてください。

JCA15432

DC ジャックに接続するアクセサリーは、
エンジンが停止している場合には使用し
ないでください。また、接続負荷が24 W
（2A）を決して超えないようにしてくださ
い。ヒューズ切れや、バッテリーあがりを
起こす可能性があります。

この車には、DC ジャックが搭載されてい
ます。
DC ジャックに接続した 12V のアクセサ
リーは、車の電源がONのときに使用する
ことができます。

DCジャックの使いかた
1. 車の電源をOFFにします。
2. DC ジャックキャップを取り外しま
す。

3. アクセサリーをオフにします。
4. アクセサリーのプラグをDCジャック
に差し込みます。

5. 車の電源をONにし、エンジンを始動
します。（6-1ページ参照）

6. アクセサリーをオンにします。

1. DCジャックキャップ

1

1. DCジャック 

1
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日常点検
JAU15599

日常点検の実施
車を安全で快適に使用いただくため、法ま
たは法に準じ、日常の車の使用状況に応じ
て、使用する人の判断で適時行う点検で
す。

JWA12032

 日常点検を怠ると重大な事故やケガ、
トラブルの原因となります。必ず実施
してください。

 異常が認められたときは、乗車前にご
使用のかたご自身またはヤマハ販売
店で必ず整備を行ってください。

点検整備に使用する工具は、必要に応じて
お買い求めください。（モデルにより、サー
ビスツールの有無や内容が異なります。）

JAU30173

日常点検箇所／点検内容
詳しい点検の方法は、7-1ページ以降の点
検整備の方法および別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。

（注）
※印の点検は車の走行距離、運行時の状態
などから判断した適切な時期（長距離走行
時や洗車、給油後など）に実施をしてくだ
さい。

JWA11733

安全のため、ご自身の知識、技量にあわせ
た範囲内で点検・整備を行ってください。
難しいと思われる内容はヤマハ販売店に
ご依頼ください。点検整備するときは安全
に充分注意し、下記の内容を守ってくださ
い。
 点検は平坦で足場のしっかりした場
所を選び、スタンドを立てて行ってく
ださい。

点検箇所 点検内容

ブレーキ

• ブレーキレバーの握りしろ
が適切で、ブレーキのきき
が充分であること。

• ブレーキ液の量が適当であ
ること。

タイヤ

• タイヤの空気圧が適当であ
ること。

• 亀裂、損傷がないこと。
• 異常な摩耗がないこと。
• 溝の深さが充分あること。
（※）

エンジン

• 冷却水の量が適当であるこ
と。（※）

• エンジンオイルの量が適当
であること。（※）

• かかり具合が良好で、かつ、
異音がないこと。（※）

• 低速、加速の状態が適当で
あること。（※）

灯火装置お
よび方向指
示灯

• 点灯または点滅具合が良好
で、かつ、汚れや損傷がな
いこと。

運行におい
て異常が認
められた箇
所

• 当該箇所に異常がないこと。

2PW-9-J1_1.book  1 ページ  ２０１７年３月２４日　金曜日　午前１１時４８分



日常点検

5-2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

 エンジン停止直後は、エンジン本体や
マフラー、エキゾーストパイプなどが
熱くなっています。直接触れたりしな
いでください。ヤケドに注意してくだ
さい。

 排気ガスには、一酸化炭素などの有害
な成分が含まれています。風通しの悪
い場所や屋内でエンジンをかけると、
ガス中毒を起こす危険があります。

 走行して点検するときは、交通状況に
注意してください。

 異常が認められたときは、乗車前にご
使用のかたご自身またはヤマハ販売
店で必ず整備を行ってください。
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運転操作
JAU63621

この車は、以下の機構を装備しています。
 車両の電源がONのときに車体が転倒
した状態になると、エンジンを停止さ
せます。このとき、ディスプレイにエ
ラーコード30を表示しますが、故障
ではありません。また、この機構が働
くと、車体を起こしてもエンジン停止
の制御が継続されるため、スターター
モーターは回転しても、エンジンを始
動することができません。そのまま始
動操作を続けると、バッテリー上がり
の原因になることがありますので、こ
のような状態になった場合は車両の
電源を一旦OFFにして、再度ONに
するリセット操作をしてください。こ
のリセット操作を行うと、エラーコー
ド30も表示されなくなります。

 車両が停止した状態で20分間以上エ
ンジンがかかったままになっている
と、エンジンを停止させます。この機
能でエンジンが停止した場合は、ス
タータースイッチを押せば再始動が
可能です。

JAU65591

エンジン始動
JCA11921

初めて車両を運転する前に、6-4ページの
ならし運転のしかたを参照してください。

サイドスタンドを下ろした状態では、エン
ジンは始動できません。また、エンジン始
動後、サイドスタンドを出すとエンジンは
停止します。

JWA11562

 エンジンを始動するときには、4-22
ページに記述された手順で、イグニッ
ションサーキットカットオフシステ
ムの機能を点検してください。

 サイドスタンドを下ろした状態で走
行しないでください。

1. メインスタンドを立てます。
2. リヤブレーキロックレバーで後輪を
ロックします。

3. 車両の電源を ON にし、エンジンス
トップスイッチが “ ” にセットされ
ていることを確認します。

4. スロットルを完全に閉じます。
5. リヤブレーキレバーをしっかり握り、
スタータースイッチ “ON/ ” を押し
て、エンジンを始動させます。

スタータースイッチ “ON/ ”で 5秒以内
にエンジンが始動しないときは、バッテ
リー電圧を回復させるため、10 秒位休ま
せてからスタータースイッチ “ON/ ” を
押してください。

JCA15992

 エンジンを長持ちさせるため、エンジ
ンが冷えている間の急加速や、無用な
空ぶかしは避けてください。

 長時間のアイドリングはガソリンの
ムダ使いになるだけでなく、環境への
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悪影響にもなりますので、やめてくだ
さい。

 通常のアイドリング回転数を必要以
上に高くした状態（アイドルアジャス
ターの誤った調整や、スロットルグ
リップを開けて固定した状態など）
で、長時間放置しないでください。温
度上昇により、エンジンまたは車両が
損傷する場合があります。

JAU44151

発進
JWA12261

飛び出し防止のため、走り出すまではエン
ジンの回転をむやみに上げないでくださ
い。

1. 左手でリヤブレーキレバーを握り、右
手でスタンディングハンドルを持ち
ながら、車を前に押し出してメインス
タンドを戻します。

JWA12271

メインスタンドを立てたり戻したりする
ときは、スロットルグリップを握らないで
ください。スロットルグリップが回り、車
が走り出すことがあります。

2. シートにまたがり、バックミラーを調
整します。

3. リヤブレーキロックレバーを解除し
ます。

4. 方向指示器スイッチを右側に入れ、発
進の合図をします。

5. 周りの安全を確認し、スロットルグ
リップをゆっくりと回して発進しま
す。

JWA12281

スロットルグリップを急激に手前に回す
と、急発進して危険です。

6. 方向指示器を消灯します。

1.スタンディングハンドル

1
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JAU16782

加速と減速
速度の調節は、スロットルを開けたり、閉
じたりして行います。速度を上げるには、
スロットルグリップを(a)方向に回します。
速度を落とすには、スロットルグリップを
(b) 方向に回します。

JCA12681

上り坂で停止するときは、ブレーキを使用
してください。スロットルグリップの操作
で車を保持すると、クラッチなどが発熱し
て故障の原因となります。

JAU16794

ブレーキ
1. スロットルを完全に閉じます。
2. フロントブレーキとリヤブレーキを
同時に、徐々にしぼりこむように握り
ます。

＜フロントブレーキ＞

＜リヤブレーキ＞

JWA11573

 急なブレーキ操作は避けてください
（特にどちらか一方に傾いていると
き）。横すべりや転倒の原因となりま
す。

 踏切、路面電車のレール、道路建設現
場の鉄製のプレート、マンホールのフ
タなどは、濡れているときは極端に滑
りやすくなります。そのようなところ
では減速し、注意して走行してくださ
い。

 濡れた路面では、ブレーキがききにく
いことを留意してください。

 下り坂でのブレーキ操作は非常に困
難です。下り坂に差しかかる前までに
充分減速してください。

 連続したブレーキ操作は避けてくだ

(a)

(b)
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さい。ブレーキ部の温度が上昇し、ブ
レーキのききが悪くなるおそれがあ
ります。

JAU31471

ならし運転

JAU27663

ならし運転のしかた
初回1か月目（または1000 km走行時）
の点検までは、ならし運転をしてくださ
い。
ならし運転中はエンジン回転数を 5000
r/min 以下で走行してください。
また、不要な空ぶかしや急加速、急減速は
しないでください。
ならし運転を行うと車の寿命を延ばしま
す。
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JAU63740

駐車
駐車するときは、車の電源を OFF にして
エンジンを止め、運転者はスマートキーを
持って車から離れてください。
また盗難予防のため、ハンドルロックをか
けることをおすすめします。

JWA11582

 エンジンやマフラーは高温になりま
す。通行する人などが触れない場所に
駐車してください。

 草や可燃物などの火災の危険がある
場所には、決して駐車しないでくださ
い。

 傾斜地や地面が柔らかいところには
駐車しないでください。車が転倒する
ことがあります。

お店のガラス越しや家の塀越しなどの隔
てた場所に駐車した場合でも、車がスマー
トキーシステムの作動範囲内にあると、ス
マートキーを身につけていない他の人で
もエンジンの始動や、シートの開閉、ハン
ドルロックの解除が可能になります。この
ようなときは、スマートキーをロックの状
態にしてください。（スマートキーのロッ
ク／アンロック切替操作方法は、3-5ペー
ジを参照してください）
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点検整備
JAU29839

点検整備の実施

日常点検
5-1ページ「日常点検箇所／点検内容」の
表にしたがって、適時実施してください。
点検の方法については、本書の以降のペー
ジや、別冊「メンテナンスノート」の点検
整備のしかた以降のページを参照してく
ださい。

定期点検整備
定期点検整備は車を使用する人が自己管
理責任で定期的に行う点検整備で、法また
は法に準じて行うことが義務づけられて
います。二輪自動車または原動機付自転車
については、1 年点検と 2 年点検の 2 種
類があります。
定期点検項目と基本的な点検内容は別冊
の「メンテナンスノート」に記載してあり
ます。ここでは、この車独自の内容を補足
説明しています。実際の点検作業にあたっ
ては、別冊「メンテナンスノート」とあわ
せてご使用ください。

JWA12055

 点検整備を怠ると重大な事故、ケガ、
トラブルの原因となります。必ず実施
してください。

 安全のため、ご自身の知識、技量にあ
わせた範囲内で点検・整備を行ってく
ださい。難しいと思われる内容はヤマ
ハ販売店にご依頼ください。

 点検するときは安全に充分注意し、以
下の内容を守ってください。
• 点検は平坦で足場のしっかりした
場所を選び、スタンドを立てて行っ
てください。

• エンジン停止直後の点検は、エンジ
ン本体やマフラー、エキゾーストパ
イプなどが熱くなっています。ヤケ
ドに注意してください。

• 排気ガスには、一酸化炭素などの有
害な成分が含まれています。風通し
の悪い場所や屋内でエンジンをか
けると、ガス中毒を起こす危険があ

ります。エンジンの始動は風通しの
よい屋外で行ってください。

• 走行して点検するときは、周囲の交
通事情に充分注意してください。

• 異常が認められたときは、乗車前に
ご使用のかたご自身またはヤマハ
販売店で必ず整備を行ってくださ
い。

JWA15461

走行直後はブレーキ関係の部品に直接触
れないでください。ブレーキディスク、
キャリパー、ドラム、ライニングなどは使
用すると高温になり、ヤケドするおそれが
あります。点検整備はブレーキ関係の部品
が充分に冷えてから行ってください。

 点検整備に使用する工具は、必要に応
じてお買い求めください。（モデルに
より、サービスツールの有無や内容が
異なります。）

 点検結果は、別冊「メンテナンスノー
ト」の定期点検整備記録簿に記入して
ください。ご自身でできない項目につ
いては、ヤマハ販売店で点検を受け、
記録してください。

 点検の記録は廃車されるまで保存し
てください。

 メーカー指定項目の点検結果は、定期
点検整備記録簿の「その他」の欄に記
録してください。
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JAU39692

サービスツール

サービスツールはシートの裏側にありま
す。

JAU18752

カバーの取り外し、取り付け
図のカバーは、点検整備などで取り外す必
要があります。カバーを取り外すときや、
取り付けるときは、この項目を参照してく
ださい。

JAU66420

カバーA

カバーの取り外しかた
1. クイックファスナーを取り外します。

クイックファスナーはセンターピンを押
し込んで取り外します。

2. カバーを前方に引き出しながら取り
外します。

1.ヘルメットホールディングケーブル
2.サービスツール

1

2

1.カバー A
2.カバー B
3.カバー C

1.クイックファスナー
2.センターピン

2 31

21
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カバーの取り付けかた
カバーを元の位置に取り付け、クイック
ファスナーを取り付けます。

クイックファスナーはセンターピンをク
イックファスナーの面から押し出した状
態で取り付け、その後センターピンをク
イックファスナーの面と同じ位置まで押
し込みます。

カバーB

カバーの取り外しかた
1. カバーAを取り外します。
2. クイックファスナーを取り外します。

3. 図のように左右のカバー上部を上向
きに引き出します。

4. 図のようにカバーを下側に引き出し
ながら取り外します。

カバーの取り付けかた
カバーを元の位置に取り付け、クイック
ファスナーを取り付けます。

1.クイックファスナー
2.カバーA

1.クイックファスナー（取り外した状態）
2.クイックファスナー（取り付け前）

1

2

1 2

1.クイックファスナー
2.カバーB

1

2
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カバーC

カバーの取り外しかた
スクリューを外し、図のようにカバーを取
り外します。

カバーの取り付けかた
カバーを元の位置に取り付け、スクリュー
を締め付けます。

JAU30405

エンジンオイル

エンジンオイル量の点検

エンジンオイル量の点検は、エンジンが冷
えた状態で行ってください。

1. 平坦な場所でメインスタンドを立て
ます。

2. エンジンを始動し、2分間アイドリン
グ運転します。

3. エンジンを止めて 2 分後、オイル点
検窓でエンジンオイル量を点検しま
す。

4. オイル量がロアレベル以下のときは
エンジンオイル注入口から補給しま
す。（推奨エンジンオイルについては、
8-4ページ参照）

1.スクリュー
2.カバーC

2

1
1.オイル注入口 
2.フルレベル
3.ロアレベル
4.エンジンオイル点検窓

1

2

34
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JAU66260

エンジンオイルの交換時期

定期交換時期の前でも、エンジンオイルの
汚れが著しいときやエンジンオイルが薄
茶色に濁っているときは、早めにエンジン
オイルを交換してください。汚れや濁りの
程度については、ヤマハ販売店にご相談く
ださい。

オイルフィルターカートリッジの交換時
期

JWA11861

 走行後など、しばらくの間はマフラー
やエンジンなどが熱くなっています。
ヤケドに注意してください。

 油脂類の廃液は、法令（公害防止条
例）で適切な処理を行うことが義務づ
けられています。ヤマハ販売店にご相
談ください。

JCA12261

 化学添加剤は一切加えないでくださ
い。

 補給時に、オイル注入口からゴミなど
が入らないように注意してください。

 オイルをこぼしたときは、布などでよ

くふきとってください。

 エンジンオイル交換表示 “Oil” は回路
の確認のため、走行距離に関係なく車
両の電源を ON にすると約 2 秒間表
示されます。

 エンジンオイル交換表示 “Oil” が点滅
したときは、早めにヤマハ販売店でオ
イル交換を受け、リセット操作をして
ください。リセットせずにそのまま走
行しますと、交換時期がずれてしまい
ます。（4-3ページ参照）

初回：
1か月点検時または1000 km
時

2回目以降：
6000 km走行ごと、または1
年ごと

エンジンオイル量：
オイル交換時 :
2.70 L

オイルフィルター取り外し時 :
2.90 L

初回：
1か月点検時または1000 km
時

2回目以降：
18000 km走行ごと
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JAU30691

エンジンのかかり具合、異音の点
検
エンジンがすみやかに始動し、スムーズに
回転するかを点検します。
エンジンから異音がしないかを点検しま
す。

JAU44194

低速、加速の状態の点検
低速、加速の状態の点検前に以下の点検を
行ってください。
 エンジンを停止した状態でスロット
ルグリップをゆっくり回し、引っ掛か
りがなくスムーズに作動することと、
手を離したときにスロットルグリッ
プがスムーズに戻ることを点検して
ください。また、ハンドルを左右に
いっぱいに切った状態でも同じ点検
を行ってください。

 スロットルケーブルに劣化や損傷な
どがないか点検してください。また、
取り付けの状態も点検してください。

 スロットルケーブルには、ゴムカバー
が取り付けられているものがありま
す。ゴムカバーが確実に取り付けられ
ていることを確認し、洗車時にはゴム
カバーに直接水をかけないようにし
てください。ゴムカバーの汚れがひど
い場合には、水で濡らして固くしぼっ
た布などでふき取ってください。

JWA15531

ケーブル、ワイヤー類に異常があるとき
は、早めにヤマハ販売店にご相談くださ
い。異常がある状態で使用を続けると、重
大な事故やケガ、トラブルの原因となりま
す。

アイドリングがスムーズに続くかを点検
します。
スロットルグリップを徐々に回してエン
ジンを加速したとき、スロットルグリップ

1.ゴムカバー

1
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もエンジンもスムーズに回るかを走行な
どして点検します。このとき、エンジンス
トール（エンスト）やノッキングなどが起
きたら、ヤマハ販売店で点検・整備を受け
てください。

JAU20071

冷却水

JAU57180

冷却水量の点検

冷却水量の点検は、エンジンが冷えた状態
で行ってください。

フロントカウリングの左下にある点検窓
から、リカバリータンク内の冷却水量がフ
ルレベルとロアレベルの範囲内にあるか
を点検します。

冷却水がロアレベル以下のときは、以下を
参照して補充してください。

JAU30805

冷却水のつくりかた
ヤマルーブロングライフクーラントと水
道水を1対1で混ぜ合わせます。

JWA11882

クーラントには毒性がありますので、取り

1.冷却水点検窓 
2.フルレベル
3.ロアレベル

1
2

3
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扱いには充分注意してください。
 目に入ったとき
水で充分に洗い流してから、医師の治
療を受けてください。

 皮膚や衣類についたとき
すみやかに水洗いした後、セッケン水
で洗ってください。

 飲んだとき
すぐにおう吐させ、医師の治療を受け
てください。

JCA12112

混ぜ合わせに使用する水は水道水を使用
し、井戸水や塩分の含まれた天然水は使用
しないでください。

JAU57190

冷却水の補充
フロントカウリングの左下にある点検窓
からリカバリータンク内の冷却水量を点
検します。液面がロアレベルより下にある
ときは、冷却水をフルレベルまで補充しま
す。
1. 左のフットボードラバーを外し、スク
リューを外してリカバリータンクカ
バーを取り外します。

2. リカバリータンクキャップを外し、冷
却水をフルレベルまで補充します。

3. リカバリータンクキャップ、リカバ
リータンクカバー、フットボードラ
バーを取り付けます。

冷却水量の点検は、エンジンが冷えた状態
で行ってください。

JCA12121

 フルレベル以上は入れないでくださ
い。

 冷却水の交換は、ヤマハ販売店で行っ
てください。

1.フットボードラバー

1

1.リカバリータンクカバー
2.スクリュー

1.リカバリータンクキャップ

1 2

1
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JAU49171

エアクリーナーエレメントの交換
エアクリーナーエレメントは定期的に点
検し、汚れや破れなどがあるときは交換し
てください。ただし、ほこりの多い場所や
湿気の多い場所を走行する機会が多い場
合は、より短い期間で交換してください。

JCA11951

 エアクリーナーエレメントがエアク
リーナーケースに正しく装着されて
いることを確認してください。

 エアクリーナーエレメントを取り付
けないままエンジンを始動しないで
ください。エンジンの故障の原因とな
ります。

1. カバーCを取り外します。（7-2ペー
ジ参照）

2. スクリューを外し、エアクリーナー
ケースカバーを取り外します。

3. エアクリーナーエレメントを取り外
します。

4. 新しいエアクリーナーエレメントを
エアクリーナーケースに取り付けま
す。

5. エアクリーナーケースカバーを取り
付け、スクリューを締め付けます。

6. カバーCを取り付けます。

1.スクリュー
2.エアクリーナーケースカバー

1.エアクリーナーエレメント

1

1

2

1
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JAU65360

タイヤ

空気圧

タイヤ接地部のたわみ状態により空気圧
が不足していないかを点検します。たわみ
状態が異常なときは、タイヤゲージで点検
し、正規の空気圧にしてください。
空気圧はタイヤが冷えているときに測定
してください。
この車はチューブレスタイヤを装着して
います。

 タイヤの空気圧は徐々に低下します。
見た目には不足していることが判り
にくいタイヤもあり、少なくとも1か
月に一度はタイヤゲージを使用して
空気圧の点検を行ってください。

 空気圧の確認は、タイヤが冷えている
ときに行ってください。走行後はタイ
ヤが暖まっており、空気圧が高くなり
ます。

JAU28642

タイヤの亀裂、損傷の点検
タイヤの接地面や側面に著しい亀裂や損
傷がないかを点検します。
この車はチューブレスタイヤを装着して
います。タイヤの接地面や側面に釘、石、
その他の異物が刺さったり、かみ込んだり
していないかを点検し、異常があったとき
はヤマハ販売店で点検・整備を受けてくだ
さい。

道路の縁石などにタイヤ側面を接触させ
たり、大きなくぼみや突起物を乗り越した
ときは、必ず点検してください。

JAU28701

タイヤの異常な摩耗
タイヤの接地面が異常に摩耗していない
かを点検します。

JAU28775

タイヤの溝の深さ
タイヤの溝の深さをウェアインジケー
ターで点検します。ウェアインジケーター
があらわれたら、タイヤを交換してくださ
い。

 ウェアインジケーターはタイヤの溝
が0.8mmになるとあらわれます。

 安定したコーナリングや操縦性など
を確保して安全な走行を行うため、タ

タイヤ空気圧（冷間時）：
1名乗車：
前輪：
225 kPa (2.25 kgf/cm2)

後輪：
250 kPa (2.50 kgf/cm2)

2名乗車：
前輪：
225 kPa (2.25 kgf/cm2)

後輪：
280 kPa (2.80 kgf/cm2)

1. 異物（釘、石など）
2.ウェアインジケーター（摩耗限度表示）
3.亀裂、損傷

1

2

3
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イヤの溝には充分注意してください。
一般的に二輪車のタイヤは溝の深さ
が前輪1.6mm、後輪2.0mm以下に
なりましたら交換をおすすめします。

JWA11914

 タイヤを交換するときは、必ず指定タ
イヤを使用し、前後とも同じ銘柄のも
のを使用してください。指定タイヤ以
外のタイヤや前後で異なった銘柄の
タイヤを使用すると、操縦安定性に影
響をおよぼすおそれがありますので
使用しないでください。

 過度にすり減ったタイヤの使用や不
適正な空気圧での運転は、転倒事故な
どを起こす原因となることがありま
す。取扱説明書に記載された空気圧を
守り、過度にすり減ったタイヤは交換
してください。

 タイヤに異常があると、操縦安定性に
影響をおよぼしたりパンクの原因に
なります。異常があるときは、ヤマハ
販売店で点検・整備を受けてくださ
い。

JAU29161

ブレーキレバーの遊び、きき具合
の点検

ブレーキレバーの遊びの点検
フロントブレーキ、リヤブレーキとも、ブ
レーキレバーの遊びはありません。

JWA11751

ブレーキレバーの引き具合がやわらかく
感じられるときは、エアが混入しているお
それがあります。ヤマハ販売店で点検・整
備を受けてください。

ブレーキのきき具合の点検
乾いた路面を走行し、フロントブレーキ、
リヤブレーキを別々に作動させたときの
きき具合を点検します。
ブレーキのきき具合が悪いときは、ヤマハ
販売店で点検・整備を受けてください。

JWA11761

走行して点検するときは、交通状況に注意
し、低速で走行しながら行ってください。

タイヤサイズ：
前輪：
120/70R15M/C 56H

後輪：
160/60R15M/C 67H

指定タイヤ：
前輪：
DUNLOP/GPR-100F M

後輪：
DUNLOP/GPR-100 M
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JAU34991

リヤブレーキロックのきき具合
リヤブレーキロックをかけ、車を押してリ
ヤブレーキロックのききが充分であるか
点検します。リヤブレーキロックのききが
不充分なときは、ヤマハ販売店で点検・整
備を受けてください。

JAU46171

ブレーキパッドの点検
ブレーキパッドの摩耗の状態を点検しま
す。摩耗したブレーキパッドは、ヤマハ販
売店で交換してください。
＜フロントブレーキ＞
ブレーキパッドのインジケーターとブ
レーキディスクのすき間がなくなったら
交換してください。

＜リヤブレーキ＞
リヤブレーキパッドの摩耗の点検は、ヤマ
ハ販売店でお受けください。

1.インジケーター

1
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JAU44232

ブレーキ液量の点検
＜フロントブレーキ＞

＜リヤブレーキ＞

ブレーキリザーバータンクキャップ上面
を水平にして、リザーバータンク内の液量
がロアレベル以上にあるかを点検します。

JWA12151

ブレーキ液の減りが著しいときは、ブレー
キ系統の液漏れが考えられます。 販売店で
点検・整備を受けてください。

JAU31197

ブレーキ液の補給
1. マスターシリンダーのまわりをきれ
いにし、異物がタンク内に入らないよ
うにします。

2. スクリューを外し、キャップとダイヤ
フラムブッシュ、ダイヤフラムを取り
外します。

3. ブレーキ液をロアレベル以上補給し
ます。

4. ダイヤフラムのかみ込みに注意して
キャップを取り付け、スクリューを締
め付けます。

＜フロントブレーキ＞

JWA12072

 ブレーキ液は、銘柄や性能が異なるも
のを混入しないでください。銘柄や性
能が異なるブレーキ液を混入すると、
ブレーキのきき具合やブレーキ系統
の部品に悪影響を与えるおそれがあ
ります。

 ブレーキ液を補給するときは、リザー
バータンク内にゴミや水が混入しな
いようにしてください。

1.ロアレベル
2.ブレーキリザーバータンクキャップ
3.リザーバータンク

1.リザーバータンク
2.ブレーキリザーバータンクキャップ
3.ロアレベル

1
2

3

1
3

2

1.マスターシリンダー
2.スクリュー
3.キャップ
4.ダイヤフラムブッシュ
5.ダイヤフラム
6.ブレーキ液

指定ブレーキ液：
ヤマルーブ ブレーキフルード BF-4 
(DOT-4)

2

3
4

5

61
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 液面はブレーキパッドの摩耗と共に
下がってきます。 液が早く減少する
ようでしたら、ヤマハ販売店で点検・
整備を受けてください。

 ブレーキ液は安全のために 2 年ごと
に交換してください。

JCA12331

 ブレーキ液の補給は、入れすぎに注意
してください。入れすぎると、ダイヤ
フラムなどを取り付けたときに、あふ
れます。

 ブレーキ液が塗装面やプラスチック、
ゴム類に付着すると部品が腐食する
ことがあります。付着したら、すぐに
ふき取ってください。

JAU51991

ドライブベルト
ドライブベルトは、定期的な点検、調整と
交換が必要です。
ドライブベルトの点検、調整と交換は、ヤ
マハ販売店へ依頼してください。
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JAU28621

車体各部の給油脂状態の点検
車体各部の給油脂状態が充分であるかを
点検します。
異常があるときは、ヤマハ販売店で点検・
整備を受けてください。

JAU28762

バッテリー

バッテリーの点検
この車のバッテリーは密閉式です。
バッテリー液の補充、点検は不要です。
バッテリーに異常があるときは、ヤマハ販
売店で点検・整備を受けてください。
バッテリーターミナル部に汚れや腐食が
あるときは、バッテリーを取り外して清掃
します。

JWA11811

バッテリーは引火性ガス（水素ガス）を発
生しますので、取り扱いを誤ると爆発し、
ケガをすることがあります。次の点を必ず
守ってください。
 火気厳禁です。ショートやスパークさ
せたり、タバコなどの火気を近づけな
いでください。 爆発のおそれがあり
ます。

 補充電は風通しのよいところで行っ
てください。

 ガソリン、油、有機溶剤などを付着さ
せないでください。電そう割れの原因
となることがあります。

 落下などの強い衝撃を加えないでく
ださい。

 バッテリー液は希硫酸です。皮膚、目、
衣服などに付着すると、重大な傷害を
受けることがあります。

 子供の手の届くところに置かないで
ください。

応急手当
 万一、バッテリー液が皮膚、衣服など
についたときはすぐに多量の水で洗
い流してください。

 目に入ったときは、すぐに多量の水で
洗い流し、医師の治療を受けてくださ
い。

JCA12142

 このバッテリーは密閉式の 12Ｖ で
す。

 このバッテリーは液入り充電済です。
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液量点検および補水は必要ありませ
ん。

 補充電には、密閉式バッテリー専用充
電器を使用してください。くわしくは
ヤマハ販売店にご相談ください。

 長期間ご使用にならないときは、3か
月ごとに補充電してください。

 バッテリーを交換するときは、必ず同
型式のバッテリーを使用してくださ
い。

JAU66431

バッテリーの取り外し
1. 車の電源をOFFにします。
2. スクリューを外し、カバーを取り外し
ます。

3. スクリューを取り外します。

4. クイックファスナーを取り外し、DC
ジャックカバーを取り外します。

クイックファスナーはセンターピンを押
し込んで取り外します。

5. スクリューを外してDCジャック本体
を取り外します。

6. －（マイナス）側リード線を外し、次

1.スクリュー
2.カバー

1.スクリュー

2

1

1

1.クイックファスナー
2. DCジャックカバー

1.クイックファスナー
2.センターピン

1.スクリュー
2. DCジャック本体

2

1

21

2

1

2PW-9-J1_1.book  16 ページ  ２０１７年３月２４日　金曜日　午前１１時４８分



点検整備

7-17

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

に＋（プラス）側リード線を外します。
7. バッテリーバンドを外し、バッテリー
を取り外します。

バッテリーの取り付け
取り付けは、取り外しと逆の手順で行いま
す。

クイックファスナーはセンターピンをク
イックファスナーの面から押し出した状
態で取り付け、その後センターピンをク
イックファスナーの面と同じ位置まで押
し込みます。

JAU29411

ターミナル部の清掃
バッテリーターミナル部に汚れや腐食が
あるときは、やわらかいブラシなどで清掃
します。また、白い粉がついているときは、
ぬるま湯を注いでよくふき取ります。

1.－リード線
2.＋リード線
3.バッテリー

1.クイックファスナー（取り外した状態）
2.クイックファスナー（取り付け前）

2

3

1

1 2

1.ターミナル

1
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JAU65601

ヒューズ交換
メインヒューズ、系統別ヒューズはカバー
Bの下にあります。（7-2ページ参照）
ヒューズが切れたときは、以下のように交
換します。
1. 車の電源をOFF にします。
2. 切れたヒューズを外し、規定アンペア
数の新しいヒューズを取り付けます。

JCA12862

 交換するヒューズは、指定されている
容量のヒューズを使用してください。

1.メインヒューズ
2.スペアメインヒューズ
3.スターターリレーカバー
4.シグナルヒューズ
5.イグニッションヒューズ
6.パーキングランプヒューズ 
7.ラジエターファンモーターヒューズ
8.フューエルインジェクションヒューズ
9.バックアップヒューズ
10.スペアヒューズ

1.スペアヒューズ
2. ABSソレノイドヒューズ
3. ABSモーターヒューズ
4.ヘッドライトヒューズ
5. ABSコントロールユニットヒューズ
6. DCターミナルヒューズ

2
3

4
5
6
7
8
9

10

1

1

2

4

3

5

6

規定ヒューズ：
メイン :
40.0 A

ヘッドライト :
10.0 A

シグナル :
15.0 A

イグニッション :
7.5 A

ラジエターファンモーター :
15.0 A

フューエルインジェクション :
7.5 A

パーキングランプ :
10.0 A

ABSコントロールユニット :
7.5 A

ABSモーター :
30.0 A

ABSソレノイド :
15.0 A

バックアップ :
7.5 A

DCターミナル :
5.0 A
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指定容量を超えるヒューズを使用す
ると、配線の過熱や焼損の原因になり
ます。

 電装品類（ライト、計器など）を取り
付けるときは、車種ごとに決められて
いる「ヤマハ純正部品」を使用してく
ださい。それ以外のものを使用する
と、ヒューズが切れたり、バッテリー
あがりを起こすことがあります。

 洗車時ヒューズボックスのまわりに
水を強く吹き付けないでください。漏
電や短絡（ショート）の原因になりま
す。

3. 車の電源を ON にし、それぞれの電
気装置が作動することを点検します。

4. ヒューズを交換してもすぐに切れる
ときは、ヤマハ販売店で電気系統の点
検を受けてください。

JAU66270

灯火装置および方向指示灯の点検
1. 車両の電源をONにします。
2. テールランプ、ブレーキランプなどの
灯火装置や方向指示灯の点灯・点滅具
合が良好かを点検します。

3. エンジンを始動し、ヘッドライトの点
灯状態が良好かを点検します。

4. レンズなどに汚れや損傷がないかを
点検します。

点灯しないときはヒューズを点検（7-18
ページを参照）し、異常がないときは電球
を交換してください。

JCA12063

電球は、指定されているワット数・規格の
もの（9-1ページ「製品仕様」を参照）を
使用してください。指定以外のものを使用
すると、球切れ、作動不良などの原因とな
ります。

2PW-9-J1_1.book  19 ページ  ２０１７年３月２４日　金曜日　午前１１時４８分



点検整備

7-20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

JAU29571

運行において異常が認められた箇
所の点検
運行中に異常を認めた箇所について、運行
に支障がないかを点検します。

JAU57214

こんなときは
こんなときは、ヤマハ販売店にご相談され
る前に次のことを調べてください。

エンジンが始動しないときは？
次の項目を確認してください。
1. 車両の電源はONになっていますか？
また、エンジンストップスイッチは
“ ”になっていますか？

2. ガソリンはありますか？
燃料計にてガソリン量を確認してく
ださい。
燃料計の 1 セグメントと燃料残量警
告表示、“F”、“E”が点滅しているとき
は、フューエルタンクのガソリン残量
が少なくなっています。最寄りのガソ
リンスタンドで給油してください。

3. リヤブレーキレバーを握ってスター
タースイッチ “ON/ ” を押しました
か？

4. スロットルグリップを回さずにス
タータースイッチ “ON/ ” を押しま
したか？

5. サイドスタンドを使用していません
か？

以上のことを確認してから、6-1ページの
方法でエンジンをかけなおしてください。

スターターモーターが回らないときは？
スタータースイッチ “ON/ ” を押しても
スターターモーターが回らないときは、次
の項目を確認してください。
1. 車両の電源はONになっていますか？
また、エンジンストップスイッチは
“ ”になっていますか？

2. リヤブレーキレバーを握ってスター
タースイッチ “ON/ ” を押しました
か？

3. サイドスタンドを使用していません
か？

以上のことを確認してもスターターモー
ターが回らないときは、・・・・
 ヒューズ切れが考えられます。7-18
ページを参照してヒューズを点検し
てください。

2PW-9-J1_1.book  20 ページ  ２０１７年３月２４日　金曜日　午前１１時４８分



点検整備

7-21

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

 ヒューズに異常がないときは、早めに
ヤマハ販売店で点検・整備を受けてく
ださい。

ランプ類が点灯しないときは？
次の順序で確認してください。
1. 車両の電源がONになっていますか？
2. 各スイッチを作動させていますか？
3. エンジンは始動できますか？
以上のことを確認してもランプ類が点灯
しないときは、・・・・
 ヒューズ切れが考えられます。7-18
ページを参照してヒューズを点検し
てください。

 ヒューズに異常がないときは、ランプ
自体の球切れが考えられます。「製品
仕様」のページの規格に合わせて、同
じものと交換してください。

JCA12063

電球は、指定されているワット数・規格の
もの（9-1ページ「製品仕様」を参照）を
使用してください。指定以外のものを使用
すると、球切れ、作動不良などの原因とな
ります。

走行中にエンジンが止まったときは？
ガソリンはありますか？
燃料計でガソリン量を確認してください。
燃料計の 1 セグメントと燃料残量警告表
示、“F”、“E”が点滅しているときは、フュー
エルタンクのガソリン残量が少なくなっ
ています。最寄りのガソリンスタンドで給
油してください。
上記のことを確認してから、6-1ページの
方法でエンジンをかけなおしてください。

走行中、Vベルト交換表示 “V-Belt”が点
滅したときは？
早めに、ヤマハ販売店でVベルトを交換し
てください。

JCA12531

Vベルトを交換しないまま走行すると、走
行不能となるなど、故障の原因となりま

す。

走行中、エンジンオイル交換表示 “Oil”が
点滅したときは？
早めに、ヤマハ販売店でエンジンオイルを
交換してください。（推奨エンジンオイル
については、8-4ページ参照）
交換後、リセット操作をするとエンジンオ
イル交換表示は消灯します。

JCA12311

オイル交換をしないまま走行すると、エン
ジンが故障する原因となります。

走行中、ABS 警告灯 “ ” が点灯または
点滅したときは？
ブレーキシステムは通常のブレーキの状
態になっています。急ブレーキなどでホイ
－ルがロックしないよう、慎重にブレーキ
をかけて、直ちにヤマハ販売店でブレーキ
システムの点検を受けてください。

スマートキーシステムが作動しないとき
は？
スマートキーシステムが作動しないとき
は、次の項目を確認してください。
 スマートキーがロックの状態になっ
ていませんか？3-5 ページを参照し
て、スマートキーをアンロックの状態
に切り替えてください。

 スマートキーの電池が消耗していま
せんか？車両の電源を ON する時に
キー表示灯が約 20 秒点滅したとき
は、電池を交換してください。（3-6
ページ参照）

 強い電波やノイズのある場所などで
使用していませんか？スマートキー
システムは微弱な電波を使用してい
ます。スマートキーシステムの作動を
妨げる具体的な例については 3-1
ページを参照してください。

 スマートキーに電池が入っていない、
または電池が正しく取り付けられて
いない状態ではないですか？電池の
取り付け状態を確認してください。

ABS
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（3-6ページ参照）
 車に登録されている、専用のスマート
キーを使用していますか？車に登録
された専用のスマートキーを使用し
ないと、スマートキーシステムは作動
しません。登録されている、専用のス
マートキーを使用してください。

 壊れたスマートキーを使用していま
せんか？3-3 ページを参照してくだ
さい。壊れたスマートキーを使用した
場合、スマートキーシステムは作動し
ません。

 バッテリーがあがっていませんか？
バッテリーの電圧が低下しているか、
バッテリーがあがっていると通信不
良の原因になります。バッテリーを充
電するか、交換してください。スマー
トキーシステムが作動しないときの
バッテリー交換方法については、
7-15ページを参照してください。

以上のことを確認してもスマートキーシ
ステムが作動しない場合は、ヤマハ販売店
にご相談ください。
メカニカルキーを使用してエンジンを始
動する方法については、7-23 ページのエ
マージェンシーモードを参照してくださ
い。
メカニカルキーを使用してシートのロッ
クを解除する方法については、7-23 ペー
ジを参照してください。

エンジンが停止し、「ピピピピピピピ」と
アラームが鳴ったときは？
故障ではありません。
エンジン始動後、サイドスタンドを出すと
エンジンは停止し、上記のアラームが約5
秒間鳴ります。

JCA22550

サイドスタンドを出してエンジンを停止
させたときは、必ず車の電源を OFF にし
てください。ON のままですと、バッテ
リーあがりの原因となります。

上記のアラームを鳴らないようにするこ
とができます。詳しくは、ヤマハ販売店に
ご相談ください。
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JAU61546

スマートキーシステムのエマー
ジェンシーモード
スマートキーを紛失したとき、またはス
マートキーの電池切れや故障などでス
マートキーが使用できないときに、この
モードの操作を行うことでスマートキー
システムをONにすることができます。

 各操作を行うとき、それぞれの操作で
決められた時間内に操作を終了しな
いと、エマージェンシーモードの操作
を中止します。

 エマージェンシーモード中に車両の
電源OFF操作（OFF／ハンドルロッ
クスイッチ “OFF/LOCK”操作）をす
ると、エマージェンシーモードが解除
されます。

1. 車を安全な場所に停車させます。
2. フロントトランク内にあるキーシリ
ンダーにメカニカルキーを差し込み、
時計方向へ回すことによって、シート
ロックを解除します。

3. シートを開けます。このとき、トラン
ク照明灯が点灯していることを確認
してください。シートを開けてもトラ
ンク照明灯が点灯しないときは、販売
店へご相談ください。

4. スタータースイッチ “ON/ ” を押し
ます。

5. シートを開けた状態で、トランク照明
灯の点灯、消灯を目安にしてシートの
上げ下げ（シートのロックはしない）
を 10 秒以内に 3 回以上行います。
メーターのスマートキーシステム表

示灯が 3 秒間点灯し、エマージェン
シーモードに移行したことを知らせ
ます。

6. スマートキーシステム表示灯消灯後、
シートオープン／パーキングスイッ
チ “SEAT OPEN/ ” を使って、ス
マートキーの内側に貼ってある ID ま
たはスマートキーの ID タグを参照し
て ID を入力します。（ID の入力方法
は、以下の手順を参照してください）

7. ID の入力数値は、シートオープン／
パーキングスイッチ “SEAT
OPEN/ ” を押したときのスマート
キーシステム表示灯の点滅回数を数
えて行います。
操作例（ID:123456 を入力すると
き）
シートオープン／パーキングスイッ
チ “SEAT OPEN/ ” を押し続けま
す。

スマートキーシステム表示灯が点滅

1.スマートキーシステム表示灯 “ ”

1. ID 番号

1

1

1
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を開始します。


1 回点滅したところでシートオープ
ン／パーキングスイッチ “SEAT
OPEN/ ”をはなします。

1番目（IDの左端）の数値「1」が確
定します。

再びシートオープン／パーキングス
イッチ “SEAT OPEN/ ” を押し続
けます。


スマートキーシステム表示灯が 2 回
点滅したところでシートオープン／
パーキングスイッチ “SEAT
OPEN/ ”をはなします。

2番目（ID の左から2つ目）の数値
「2」が確定します。

以下、6 番目（ID の右端）の数値を
確定するまで繰り返します。
下記のどちらかに該当した場合は操
作が無効となり、エマージェンシー
モードを終了します。このときは、ス
テップ「4」からやり直してください。
 IDの入力作業中に10秒以上、シー
トオープン／パーキングスイッチ
“SEAT OPEN/ ”の操作が無い
とき

 スマートキーシステム表示灯を
10回以上点滅させたとき

8. 正しい 6 桁の ID を入力すると、ス
マートキーシステム表示灯が10秒間
点灯します。

9. スマートキーシステム表示灯が点灯
している間にスタータースイッチ
“ON/ ” を押すと、電源が ON にな
ります。

 入力した6桁の IDが間違っていた場
合はスマートキーシステム表示灯が
3 秒間速い点滅をし、エマージェン
シーモードを終了します。このとき
は、ステップ「4」からやり直してく
ださい。

 スマートキーを紛失した場合は、予備
のメカニカルキーとスマートキーの
ID タグを使って同じ操作を行ってく
ださい。このセット（予備のメカニカ
ルキーとスマートキーの ID タグ）が
あれば、エンジンの始動および新しい
スマートキーの登録も可能です。新し
いスマートキーの登録はヤマハ販売
店にご相談ください。

 スマートキーを紛失した場合で、予備
のメカニカルキーとスマートキーの
ID タグも紛失してしまうとスマート
キーシステム全体の交換が必要とな
ります。詳しくはヤマハ販売店にご相
談ください。

 エマージェンシーモードで電源をON
にした後に電源 OFF したときは、電
源OFF 後 30秒間はスマートキーの
認証なしにハンドルを左に切って、
OFF ／ハンドルロックスイッチ
“OFF/LOCK” を長押しすることでハ
ンドルのロックが可能となります。
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お車の手入れ
JAU35124

いつまでも車を長持ちさせるために、お手
入れをしてください。
すみずみまで掃除すれば、普段気付かない
異常箇所や摩耗が発見でき、故障の予防に
もなります。

マット塗装（ツヤ消し塗装）のお手入れ
お車によってはマット塗装が施されてい
ます。マット塗装部分のお手入れをすると
きは、以下の点に注意してください。

JCA13084

 洗車などでブラシは使用しないでく
ださい。塗装を傷つけることがありま
す。

 ワックスがけはしないでください。外
観が変化することがあります。

 コンパウンドは使用しないでくださ
い。マット塗装の表面が研磨されて、
光沢がでることがあります。

JAU27976

洗車
雨天走行後など、車が汚れたときは早めに
洗車してください。車をサビやキズから守
ります。
 中性洗剤を使用して洗車した後、充分
に水洗いします。洗車後は柔らかい布
で水分をよくふきとります。

 洗車後、必要に応じて各部にグリース
などを注油してください。

 車の塗装面保護のため、ワックスがけ
をしてください。（マット塗装部分を
除く）

JWA11931

 洗車はエンジンが冷えているときに
してください。

 洗車後、ブレーキのききが悪くなるこ
とがあります。ききが悪いときは、前
後の車に充分注意しながら低速で走
行し、ききが回復するまで数回ブレー
キを軽く作動させて、ブレーキの湿り
をかわかしてください。

 ブレーキディスクやパッドにワック
スやグリースなどの油脂類をつけな
いでください。ブレーキがきかなくな
り、事故の原因になることがありま
す。

JCA12214

 エアクリーナーや電装品などに水が
入らないように注意してください。故

ワックス：
ユニコンカークリーム
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障の原因になります。
 マフラー内部に水がたまると、始動不
良やサビの原因になることがありま
す。洗車時はビニール袋をかけるなど
して、内部に水が入らないようにして
ください。

 ヘッドライト、メーターパネル、カ
バーなどのプラスチック部品にガソ
リンやブレーキ液、アルカリ性および
強酸性のクリーナー、その他の溶剤な
どがかかると、ヒビ割れなどの原因に
なりますので注意してください。ま
た、コンパウンドの入ったワックス
は、表面を傷つけますので使用しない
でください。

 ウインドシールド、ヘッドライトレン
ズ、メーターレンズ、カウル、パネル
などのプラスチック部品やマフラー
は、清掃のしかたを誤ると外観を損ね
たり損傷したりします。まず、柔らか
くて清潔な布やスポンジを使用し、水
洗いしてください。もし、汚れが充分
に落ちないときは、少量の中性洗剤を
水で薄めて清掃してください。中性洗
剤を使用して清掃した後は、大量の水
で洗剤を完全に洗い落としてくださ
い。洗剤の成分が残っていると、プラ
スチック部品が損傷するおそれがあ
ります。

 高圧洗車機やスチーム洗浄機は使用
しないでください。水が侵入し、故障
の原因となることがあります。

洗車後、雨天走行後、または湿度が高い天
候のときなど、ヘッドライトのレンズが曇
ることがあります。このような曇りは、
ヘッドライトを短時間点灯することで自
然に取れます。

JAU27991

キャストホイールの取り扱い

日常のお手入れ
清掃は中性洗剤を使用し、スポンジで水洗
いします。
（工業用洗剤、みがき粉、クレンザー、金
属タワシなどは、傷がつくので使用しない
でください。）
洗車後は、乾いた布などで水分をよくふき
とってください。
長期間お手入れをしませんと、表面だけで
なく内部まで腐食します。手遅れにならな
いように、お手入れをしてください。

JWA11951

変形したり、損傷したキャストホイール
は、修正して使用しないでください。変形
したり、損傷したときは、ヤマハ販売店に
ご相談ください。

JCA12221

 縁石などに乗り上げるときは、キャス
トホイールのリムが傷つきやすいの
で注意してください。

 アルミは塩分に弱く腐食しやすいの
で、海岸付近や凍結防止剤をまいた道
路などを走った後は、すぐに水洗いを
してください。
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JAU28051

ウインドシールドの取り扱い

使用上の注意
 走行前、各部が確実に取り付けてある
か、取り付けにガタがないかなどを点
検してください。

 ウインドシールドの清掃は、キズをつ
けないように中性洗剤を使い、柔らか
い布かスポンジで水洗いします。洗車
後は、柔らかい布などで水分をよくふ
きとってください。

JWA11981

ウインドシールドとメーターフードの間
に物を置くと、視界を妨げたり、運転操作
に影響を与えることがあります。 物を置か
ないでください。

JCA12231

 ウインドシールドにガソリンやブ
レーキ液、アルカリ性および強酸性の
クリーナー、その他の溶剤などがかか
ると、ヒビ割れなどの原因になります
ので注意してください。

 ヒビ割れのあるウインドシールドは
使用しないでください。

JAU35912

保管のしかた
車はできるだけ敷地内に保管し、屋外に駐
車するときはボディーカバーをかけてく
ださい。
なお、ボディーカバーはエンジンやマフ
ラーが冷えてからかけてください。

JCA13111

長期間お乗りにならないときは、以下のこ
とを守ってください。
 保管する前にワックスがけをしてく
ださい。（マット塗装部分を除く）サ
ビを防ぐ効果があります。

 バッテリーを取り外し、充電器で満充
電にした後、湿気のない涼しい場所に
保管してください。また、バッテリー
の劣化を抑えるため、3か月ごとに補
充電を行ってください。

 長期保管後の走行前には、バッテリー
の充電、および各部の点検をしてくだ
さい。

※補充電については、ヤマハ販売店にご相
談ください。
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JAU28085

アフターケア用品について
ヤマハ車には、ヤマハ純正用品をご使用く
ださい。大切なお車の寿命は、使用するオ
イルの品質により大きく左右されます。ま
た、お車の手入れにも、ヤマハ純正用品を
ご使用いただくことをおすすめします。

JAU28114

ヤマルーブプレミアムシンセティック
長期間安定した粘度特性を保ち、高い潤滑
性能を発揮させるため、優れたせん断安定
性能を実現。また、高温となるエンジン内
でのオイルの酸化をハイレベルに抑制。高
回転、高負荷下でも高い油膜保持性能を発
揮するオイルです。

ヤマルーブスポーツ
高せん断安定性と同時に、高い低蒸発性を
実現。オイル消費を抑え、高速走行、ロン
グツーリングなど過酷な条件下でも優れ
た性能を発揮するオイルです。

ヤマルーブスタンダードプラス
清浄性、高温酸化安定性を実現。温度に左
右されない粘度特性を持ち、過酷な条件に
も適しています。カジュアルなタウン走行
から、タフな業務使用まで対応するオイル
です。
エンジンオイル以外のオイルや、その他の
油脂液類については、下の URL を入力し
てホームページを参照するか、
「ヤマハ　バイク　オイル」というキー
ワードで検索してください。
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製品仕様
JAU69993寸法 :

全長 :
2200 mm

全幅 :
775 mm

全高 :
1420 mm

シート高 :
800 mm

軸間距離 :
1580 mm

最低地上高 :
125 mm

重量 :
車両重量 :
222 kg

分布荷重（前）:
105 kg

分布荷重（後）:
117 kg

車両総重量 :
332 kg

分布荷重（前）:
128 kg

分布荷重（後）:
204 kg

乗車定員 :
2 名

性能 :
定地燃費（国土交通省届出値）:
27.0 km/L/60 km/h

最小回転半径 :
2.8 m

最高出力 :
35 kW (48 PS)/6750 r/min

最大トルク :
53 Nm (5.4 kgf-m)/5250 r/min

エンジン :
行程 :
4ストローク

冷却方式 :
水冷

動弁機構 :
DOHC

配列 :
直列

気筒数 :
2気筒

総排気量 :
530 cm3

内径ｘ行程 :
68.0  73.0 mm

圧縮比 :
10.9 : 1

エアフィルターエレメント :
湿式ろ紙

クラッチ形式 :
湿式 , 遠心 , 多板

変速機形式 :
Vベルト式無段変速

始動方式 :
セルフ式

車体 :
フレーム形式 :
ダイヤモンド

キャスター :
25.0 度

トレール :
92 mm

ステアリングシステム :
ハンドル切れ角（左）:
38.5 度

ハンドル切れ角（右）:
38.5 度

燃料 :
種類 :
無鉛プレミアムガソリン

フューエルタンク容量 :
15 L

予備容量 :
3.0 L

フロントブレーキ :
ブレーキ形式 :
油圧式ダブルディスクブレーキ

パッド厚さ :
4.0 mm

使用限度 :
0.5 mm

指定ブレーキフルード :
BF-4 (DOT-4)

リヤブレーキ :
ブレーキ形式 :
油圧式シングルディスクブレーキ

パッド厚さ :
8.0 mm

使用限度 :
0.8 mm

指定ブレーキフルード :
BF-4 (DOT-4)
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フロントサスペンション :
種類（前）:
テレスコピック

スプリング :
コイルスプリング

ショックアブソーバー :
オイルダンパー

ホイールトラベル（前）:
120 mm

リヤサスペンション :
種類（後）:
スイングアーム

スプリング :
コイルスプリング

ショックアブソーバー :
ガスオイルダンパー

ホイールトラベル（後）:
116 mm

フロントタイヤ :
種類 :
チューブレス

サイズ :
120/70R15M/C 56H

メーカー /銘柄 :
DUNLOP/GPR-100F M

リヤタイヤ :
種類 :
チューブレス

サイズ :
160/60R15M/C 67H

メーカー /銘柄 :
DUNLOP/GPR-100 M

動力伝達機構 :
1次減速比 :
1.000

2次減速比 :
6.034 (52/32 x 36/22 x 59/26)

変速比 :
2.041–0.758 :1

エレクトリカル :
電圧 :
12V

点火方式 :
TCI

バルブワット数ｘ個数 :
ヘッドライト :
LED

ブレーキ /テールランプ :
LED

方向指示灯（前）:
21.0 W  2

方向指示灯（後）:
21.0 W  2

番号灯 :
5.0 W  1

メーター灯 :
LED

メーター灯（燃料計）:
LED

マーカーランプ :
LED

方向指示器表示灯 :
LED

ヘッドライト上向き表示灯 :
LED

ABS警告灯 :
LED

エンジン警告灯 :
LED

キー表示灯 :
LED

エンジンオイル :
推奨オイル :
ヤマルーブ プレミアムシンセティック、
スポーツ、スタンダードプラス

エンジンオイル量 :
オイル交換時 :
2.70 L

オイルフィルター取り外し時 :
2.90 L

冷却水容量 :
リザーブタンク（FULLレベルまで）:
0.27 L

ラジエターと全ての経路 :
1.50 L

ケーブルとレバーの遊び :
スロットルグリップ遊び :
3.0–5.0 mm

タイヤ空気圧（冷間時）:
1名乗車 :
前輪 :
225 kPa (2.25 kgf/cm2)

後輪 :
250 kPa (2.50 kgf/cm2)

2 名乗車 :
前輪 :
225 kPa (2.25 kgf/cm2)

後輪 :
280 kPa (2.80 kgf/cm2)
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バッテリー :
バッテリー型式 :
YTZ12S

バッテリー容量 :
12 V, 11.0 Ah (10 HR)

スパークプラグ :
メーカー /型式 :
NGK/CR7E

プラグギャップ :
0.7–0.8 mm

ヒューズ容量 :
メイン :
40.0 A

ヘッドライト :
10.0 A

シグナル :
15.0 A

イグニッション :
7.5 A

パーキングランプ :
10.0 A

ラジエターファンモーター :
15.0 A

DCターミナル :
5.0 A

フューエルインジェクション :
7.5 A

ABSモーター :
30.0 A

ABSソレノイド :
15.0 A

ABSコントロールユニット :
7.5 A

バックアップ :
7.5 A
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ユーザー情報
JAU36642

二輪車を廃棄する場合は？

廃棄を希望する場合は？
廃棄を希望される二輪車がある場合は、お
近くの「廃棄二輪車取扱店」にご相談くだ
さい。

廃棄二輪車取扱店とは？
一般社団法人　全国軽自動車協会連合会
の登録販売店で、広域廃棄物処理指定業指
定店として登録されているお店が「廃棄二
輪車取扱店」です。廃棄二輪車を適正処理
するための窓口として、店頭に「廃棄二輪
車取扱店の証」が表示されています。

リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源化する
費用です。二輪車リサイクルマークが車体
に貼付されている二輪車は、リサイクル費
用をメーカー希望小売価格に含んでいま
すので、リサイクル料金はいただきませ
ん。
ただし、リサイクル費用には運搬および収
集料金は含まれていませんので、廃棄二輪
車取扱店または指定引取場所までの運搬・
収集料金は、お客様の負担になります。運
搬・収集料金につきましては、廃棄二輪車
取扱店にご相談ください。

二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、下図の位置に二輪車リサイク
ルマークが貼付されています。
廃棄時に二輪車リサイクルマークの有無

を確認しますので、絶対に剥がさないでく
ださい。二輪車リサイクルマークは、剥が
れや破損による再発行、部品販売の取り扱
いはございません。
剥がれや破損でリサイクルマーク付き対
象車かどうかが不明の場合は、下記へお問
い合わせください。

廃棄二輪車に関するお問い合わせについ
て
廃棄二輪車に関するお問い合わせは、最寄
りの「廃棄二輪車取扱店」、または下記の
ホームページへお願いします。
ヤマハ発動機（株）　二輪車リサイクルシ
ステム
http://www.yamaha-motor.co.jp/mc/recycle/
公益財団法人　自動車リサイクル促進セ
ンターホームページ
http://www.jarc.or.jp/motorcycle/

1.廃棄二輪車取扱店の証

1

1.二輪車リサイクルマーク

1
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JAU28392

サービスマニュアル（別売）の紹
介
サービスマニュアルには、点検・調整や分
解・組立の方法を写真やイラストを用いて
説明してあります。車の概要や構造を理解
するためにご利用ください。
サービスマニュアルのご注文は、ヤマハ販
売店で受けております。部品番号をお知ら
せください。

JAU28454

車両情報

モデルラベル
パーツオーダー、アフターサービスなどに
使用します。
モデルラベルは、あなたの車を正確に特定
するための情報をコード化したものです。
ご相談の際には、車名およびモデルラベル
の内容を正確にご連絡ください。
モデルラベルは、リヤトランク右側に貼り
付けてあります。

JAU50501

車台番号

XP500A TMAX　サービスマニュア
ル　部品番号：

QQS-CLT-000-2PW

1.モデルラベル

あなたの車の情報を記入し、控えにし
てください。
車名は
XP500A TMAX

モデルラベル
製品仕様を示しています。
○
カラーリングを示しています。
●

1.車台番号

1

1
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ナンバー登録、自動車保険の加入などに使
用します。
詳しくは、お買い求めの販売店にご相談く
ださい。

JAU50511

原動機番号

ナンバー登録、自動車保険の加入などに使
用します。
詳しくは、お買い求めの販売店にご相談く
ださい。

1.原動機番号

1
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